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◇人と地域が主体のまち�
◇人が集まり、豊かに�
　　すごせる魅力あるまち�
◇活躍する人が育つまち�

市の将来都市像�

　

今
回
の
補
正
額
は
、
一
般
会
計
３
億

１
６
５
万
５
千
円
、特
別
会
計
６
５
０
万

円
、一
般
会
計
と
特
別
会
計
の
合
計
で
、

３
億
８
１
５
万
５
千
円
と
な
り
ま
す
。

　

一
般
会
計
補
正
予
算
の
歳
入
の
主
な

も
の
は
、
繰
入
金
２
億
７
４
０
１
万
１

千
円
、
国
庫
支
出
金
５
４
０
８
万
８
千

円
、
諸
収
入
１
９
５
７
万
３
千
円
と
な

っ
て
い
ま
す
。
同
じ
く
歳
出
の
主
な
も

の
は
、
民
生
費
１
億
１
８
０
９
万
９
千

円
、
教
育
費
８
６
９
７
万
９
千
円
、
総

務
費
４
２
９
０
万
２
千
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

補
正
後
は
、
一
般
会
計
１
１
０
１
億

６
０
５
５
万
８
千
円
、
特
別
会
計
（
企

業
会
計
含
む
）
１
０
６
７
億
９
５
５
３

万
６
千
円
、
一
般
会
計
と
特
別
会
計
の

合
計
で
２
１
６
９
億
５
６
０
９
万
４
千

円
と
な
り
ま
す
。

　

一
般
会
計
の
補
正
後
の
内
訳
は
、
歳

入
で
は
市
税
６
２
１
億
４
６
５
０
万
６

千
円
（
構
成
比　

・
４
％
）
、
国
庫
支

５６

出
金
１
３
０
億
８
３
０
１
万
７
千
円

（
同　

・
９
％
）
、
都
支
出
金　

億
６

１１

９３

７
４
３
万
６
千
円
（
同
８
・
５
％
）
、

繰
入
金　

億
１
４
９
７
万
３
千
円
（
同

４６

４
・
２
％
）
、
市
債　

億
７
１
６
０
万

３９

円
（
同
３
・
６
％
）
の
順
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

歳
出
で
は
、
民
生
費
４
０
０
億
３
０

６
４
万
５
千
円
（
構
成
比　

・
３

３６

％
）
、
教
育
費
１
５
５
億
３
０
１
３
万

１
千
円
（
同　

・
１
％
）
、
土
木
費
１

１４

４
９
億
１
８
４
２
万
３
千
円
（
同　

・
１３

５
％
）
、
総
務
費
１
２
６
億
２
１
５
５

万
９
千
円
（
同　

・
５
％
）
、
衛
生
費

１１

１
２
４
億
９
６
０
０
万
２
千
円
（
同　
１１

・
３
％
）
の
順
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
補
正
予
算
に
計
上
さ
れ
て
い

る
科
目
別
の
主
な
事
業
は
次
の
と
お
り

で
す
（
１
万
円
未
満
は
切
捨
て
）
。

【
総
務
費
】

　

総
合
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
開
設
準
備
委

託
料
な
ど
の
情
報
化
対
策
費
（
２
７
９

２
万
円
）

【
民
生
費
】

　

草
笛
保
育
園
施
設
整
備
費
補
助
金
な

ど
の
保
育
所
整
備
補
助
事
業
費
（
２
億

３
２
９
７
万
円
）

【
衛
生
費
】

　

ご
み
有
料
化
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
業
務

委
託
料
な
ど
の
ご
み
減
量
対
策
費
（
１

５
７
０
万
円
）

【
農
林
費
】

　

魅
力
あ
る
都
市
農
業
育
成
対
策
事
業

補
助
金
の
都
市
農
業
対
策
費
（
７
５
０

万
円
）

【
消
防
費
】

　

東
京
都
・
町
田
市
合
同
総
合
防
災
訓

練
会
場
設
営
委
託
料
な
ど
の
災
害
対
策

費
（
２
１
７
２
万
円
）

【
教
育
費
】

　

小
山
田
小
学
校
校
舎
増
築
工
事
費
の

学
校
施
設
整
備
費
（
７
８
５
０
万
円
）

施
設
の
管
理
を
指
定
管
理
者
に
行
わ
せ

る
に
当
た
り
、
必
要
な
事
項
を
定
め
る

「
町
田
市
民
ホ
ー
ル
条
例
の
全
部
を
改

正
す
る
条
例
」

○
同
「
町
田
市
大
賀
藕
絲
館
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
」

○
同
「
町
田
市
通
所
療
育
施
設
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
」

○
同
「
町
田
市
精
神
障
が
い
者
地
域
生

活
支
援
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
」

○
同
「
町
田
市
フ
ォ
ト
サ
ロ
ン
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
」

○
同
「
町
田
市
高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」

○
同
「
町
田
市
わ
く
わ
く
プ
ラ
ザ
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」

○
同
「
町
田
市
急
患
セ
ン
タ
ー
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
」

○
同
「
町
田
市
立
保
育
園
設
置
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
」

○
同
「
町
田
市
原
町
田
一
丁
目
自
動
車

駐
車
場
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
」

○
同
「
町
田
市
自
転
車
駐
車
場
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
」

○
同
「
町
田
市
自
然
休
暇
村
条
例
の
全

部
を
改
正
す
る
条
例
」

○
町
田
市
第
二
基
幹
型
在
宅
介
護
支
援

セ
ン
タ
ー
の
位
置
の
変
更
を
行
う
「
町

田
市
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
」

○
１
小
学
校
区
１
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
を

目
標
に
、
未
設
置
校
区
の
小
山
田
小
学

校
区
に
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
を
新
設
す
る

「
町
田
市
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
設
置
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」

○
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
に
伴
い
、

条
文
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
保
育
料

と
同
様
に
特
別
保
育
に
係
る
保
育
料
に

も
滞
納
処
分
を
可
能
と
す
る
「
町
田
市

立
保
育
園
に
お
け
る
特
別
保
育
の
実
施

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
」

○
相
原
市
民
農
園
の
閉
園
に
よ
り
別
表

か
ら
削
り
、
ま
た
、
市
民
農
園
は
今
後

も
直
営
で
行
う
た
め
、
管
理
が
委
託
で

き
る
旨
の
規
定
は
必
要
が
な
い
た
め
削

る
「
町
田
市
市
民
農
園
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
」

○
全
て
の
体
育
施
設
の
管
理
を
指
定
管

理
者
に
行
わ
せ
る
た
め
、
全
部
改
正
を

行
う
「
町
田
市
体
育
施
設
条
例
の
全
部

を
改
正
す
る
条
例
」

○
町
田
市
立
中
学
校
温
水
プ
ー
ル
の

「
障
が
い
者
」
の
使
用
料
を
、
体
育
施

設
条
例
に
準
じ
て
別
表
で
定
め
る
「
町

田
市
立
学
校
施
設
使
用
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
」

○
文
化
財
保
護
法
の
改
正
に
伴
い
、
町

田
市
文
化
財
保
護
条
例
に
お
い
て
引
用

し
て
い
る
文
化
財
保
護
法
の
条
項
を
改

め
る
「
町
田
市
文
化
財
保
護
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
」
な
ど
で
す
。

66666666666666666666666666
月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月
議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会
がががががががががががががががががががががががががが
開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会

6
月
議
会
が
開
会

補
正
予
算
な

補
正
予
算
な
ど

議

ど　

議
案
を
審
議

案
を
審
議

２９２９

会期は
27日
まで

　

５
月　

日
に
チ
ェ
コ
の
首
都
プ
ラ
ハ

１７

周
辺
都
市
の
市
長
や
大
学
教
授
、
技
師

等
で
構
成
さ
れ
る
市
民
交
流
団
が
市
役

所
を
訪
問
し
、
歓
迎
式
典
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

寺
田
市
長
が
「
チ
ェ
コ
は
美
し
い
都

市
や
著
名
な
音
楽
家
な
ど
で
日
本
人
に

は
親
近
感
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
機
に

町
田
市
と
親
し
い
お
付
き
合
い
が
で
き

れ
ば
う
れ
し
い
と
思
い
ま
す
。
滞
在
中

は
十
分
お
楽
し
み
い
た
だ
き
た
い
と
願

っ
て
い
ま
す
」
と
歓
迎
の
あ
い
さ
つ
を

す
る
と
、
イ
ル
ジ
ー
・
ホ
ル
ブ
団
長

は
、
「
皆
さ
ん
の
歓
迎
に
感
激
し
て
い

ま
す
。
チ
ェ
コ
で
も
日
本
は
一
番
知
ら

れ
て
い
る
国
で
す
。
日
本
の
文
化
に
つ

い
て
も
、
伝
統
的
な
も
の
ば
か
り
で
は

な
く
、
現
代
の
文
化
に
も
高
い
関
心
を

持
っ
て
い
ま
す
。
交
流
団
参
加
者
は
、

日
本
は
現
代
的
な
も
の
と
伝
統
的
な
も

の
が
よ
く
調
和
し
て
い
る
と
感
じ
て
い

ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
訪
問
は
２
０
０
５
年
日
・
Ｅ
Ｕ

市
民
交
流
年
の
公
式
行
事
と
し
て
市
・

（
財
）
町
田
市
文
化
・
国
際
交
流
財
団

・
日
本
チ
ェ
コ
友
好
協
会
の
主
催
で
実

現
し
た
も
の
で
、
５
月　

日
か
ら　

日

１７

１８

に
か
け
て
市
内
に
滞
在
す
る
間
に
様
々

な
歓
迎
行
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
行
わ
れ
た
町
田

フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響
楽
団
に
よ
る

歓
迎
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
チ
ェ
コ
の
作

曲
家
ド
ヴ
ォ
ル
ザ
ー
ク
の
「
弦
楽
セ
レ

ナ
ー
デ
」
な
ど
を
市
民
と
一
緒
に
鑑
賞

し
ま
し
た
。
ま
た
、
手
打
ち
そ
ば
や
野

点
、
餅
つ
き
や
大
戸
囃
子
な
ど
を
楽
し

み
、
市
民
団
体
と
交
流
を
深
め
ま
し

た
。

寺田市長からのあいさつを受ける
交流団の皆さん

２
０
０
５
年　

日
・
Ｅ
Ｕ
市
民
交
流
年

チ
ェ
コ
の
市
民
交
流
団
が
町
田
へ

　約５００種、４０００株のダリアが植栽されています。
見事に咲き誇る花々をぜひ鑑賞においで下さい。
○開園期間　６月２０日～１１月３日
○開園時間　午前９時３０分～午後４時３０分（入園
は４時まで）
○入園料　大人＝３５０円、小・中学生＝１５０円
○交通　小田急線町田駅北口ＰＯＰビル先２１番乗
り場から本町田経由野津田車庫行きか本町田経由
鶴川駅行きバスで「今井谷戸」下車、徒歩１０分 ▽

町田バスセンター４番乗り場から山崎団地行きバ
スで「北１号」下車、徒歩８分
※駐車場もあります。

□問 町田ダリア園11７２２・０５３８

6月20日開園

町町田田ダダリリアア園園

　

薬
師
池
公
園
内
の
花
菖
蒲
、
１
７
５

種
、
２
２
０
０
株
が
見
ご
ろ
を
迎
え
て

い
ま
す
。

　

ア
ジ
サ
イ
と
と
も
に
お
楽
し
み
下
さ

い
。

○
開
園
時
間　

午
前
６
時
〜
午
後
７
時

○
交
通　

小
田
急
線
町
田
駅
北
口
Ｐ
Ｏ

Ｐ
ビ
ル
先　

番
乗
り
場
か
ら
本
町
田
経

２１

由
野
津
田
車
庫
行
き
か
本
町
田
経
由
鶴

川
駅
行
き
バ
ス
で
「
薬
師
池
」
下
車

□問
 

公
園
緑
地
課
11
７
９
３
・
７
６
１
１

薬
師
池
公
園
の
花
菖
蒲
が

見
ご
ろ
に

○対象　市内在住の成人
○日時　６月１５日（水）午前９時２０分～午後
４時
○コース　市民ホール横観光バス暫定発着所
（集合）～鶴見川クリーンセンター～総合体
育館（見学・昼食）～ひなた村～薬師池公園
～市民ホール横観光バス暫定発着所（解散）
○定員　３３人（申し込み順）
○費用　７８０円（昼食代）
※弁当持参も可
○申し込み　６月１３日（月）午前８時３０分か
ら電話で市民相談室（11７２４・２１０２）へ。
※申し込みは１回の電話で２人までです。

参参加加者者をを募募集集ししまますす

薬師池公園の花菖蒲と薬師池公園の花菖蒲と

公共施設巡り公共施設巡り

本
日
の
新
聞
に
は
「
ま
ち
だ
の
教
育
」が

折
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
ご
覧
下
さ
い
。

○
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
に
伴
い
、

条

例

案

補
正
予
算
案

　

平
成　

年
第
２
回
市
議
会
定
例
会
が
６
月
６
日
に
開
会
さ
れ
ま
し
た
。
本
議

１７

会
に
は
平
成　

年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど　

議
案
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

１７

２９

　

議
案
等
の
内
訳
は
補
正
予
算
３
件
、
条
例　

件
、
契
約
６
件
、
そ
の
他
１
件

１９

と
な
っ
て
い
ま
す
。
会
期
は
今
月　

日
ま
で
で
す
。

２７



２００５．　．　（　） ６ １１２

　伝統芸能に取り組んでいる堺中学校の日
本文化部（顧問・山田和枝教諭）が５月３
日、歌舞伎や能の舞台で知られる国立劇場
で歌舞伎十八番のうち長唄「京鹿の子娘道
成寺」の踊りを披露しました。中学生の部
活でこういう大舞台を踏むのは大変珍しい
ことです。
　同部は５年前、日本舞踊の師範を持つ山
田教諭が、日本の伝統芸能や地域の伝承文
化を楽しみながら学び、育てたいという思
いでつくったもの。部員は現在１３人で、日
ごろから老人ホームや地域のお祭りに参加
するなど、幅広い活動を積極的に行ってい
ます。
　今回の国立劇場での舞台は、山田教諭自
身の日本舞踊発表会の中で生徒たちにも経
験させたいということで実現したもので、
部員３人と同校卒業の高校生５人が桧舞台
に立ち拍手喝采を浴びました。舞台を終え
た部員たちからは「とっても緊張した。大
変だったけれどもよかった」という声が聞
かれました。
　また、同校の齋藤校長は「すばらしい舞
台でした。部員たちの練習の成果と地域の
方々や教職員など多くの後押しがあって成
功したと思います。この経験を地域との交
流にさらに役立てたい」と話しました。

自動車利用買い物緑地の保全まちを汚さない環境問題
を学ぶ

市
民
の
配
慮
指
針

☆
マ
イ
カ
ー
の
使
用
は
で
き

る
だ
け
控
え
、
徒
歩
ま
た

は
自
転
車
や
電
車
、
バ
ス

を
利
用
し
ま
す
。

☆
必
要
以
上
の
暖
機
運
転

や
、
無
駄
な
ア
イ
ド
リ
ン

グ
を
し
ま
せ
ん
。

☆
買
い
物
に
は
マ
イ
バ
ッ
グ

（
買
い
物
袋
）
を
持
参

し
、
レ
ジ
袋
や
商
品
の
過

剰
包
装
を
断
り
ま
す
。

☆
植
樹
や
植
栽
に
努
め
ま

す
。

☆
緑
地
保
全
基
金
に
協
力
し

ま
す
。

☆
地
域
農
業
の
支
援
に
協
力

し
ま
す
。

☆
た
ば
こ
の
吸
い
殻
や
あ
き

び
ん
、
あ
き
か
ん
な
ど
の

ポ
イ
捨
て
は
し
ま
せ
ん
。

☆
ペ
ッ
ト
の
糞
は
、
き
ち
ん

と
持
ち
帰
り
ま
す
。

☆
環
境
学
習
や
生
涯
学
習
の

イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
積
極
的

に
参
加
し
ま
す
。

事
業
者
の
配
慮
指
針

☆
低
公
害
車
を
導
入
し
ま

す
。

☆
必
要
以
上
の
暖
機
運
転

や
、
無
駄
な
ア
イ
ド
リ
ン

グ
を
し
ま
せ
ん
。

☆
マ
イ
バ
ッ
グ
を
奨
励
し
、

過
剰
包
装
を
し
ま
せ
ん
。

☆
敷
地
や
屋
上
の
緑
化
、
生

垣
の
設
置
を
進
め
ま
す
。

☆
緑
地
保
全
基
金
に
協
力
し

ま
す
。

☆
新
鮮
で
安
全
な
農
産
物
を

地
域
に
提
供
し
ま
す
。

☆
あ
き
か
ん
な
ど
の
散
乱
ご

み
の
防
止
に
協
力
し
ま

す
。

☆
周
囲
に
配
慮
し
た
作
業
、

営
業
時
間
を
設
定
し
、
騒

音
や
振
動
の
低
減
を
図
り

ま
す
。

☆
周
囲
の
街
並
み
と
の
調
和

に
配
慮
し
ま
す
。

☆
環
境
関
連
情
報
を
提
供
し

ま
す
。

　

地
球
温
暖
化
の
よ
う
な
地
球
規
模
の

問
題
か
ら
廃
棄
物
・
リ
サ
イ
ク
ル
対
策

の
よ
う
な
身
近
な
問
題
に
至
る
ま
で
、

環
境
問
題
を
解
決
し
て
い
く
た
め
に

は
、
私
た
ち
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
事

業
活
動
の
あ
り
方
を
見
直
し
、
現
在
の

社
会
そ
の
も
の
を
変
革
し
て
い
く
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
中
で
も
、
資

源
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
大
量
消
費
に
依
存

し
な
い
社
会
づ
く
り
が
重
要
と
な
り
ま

す
が
、
そ
の
た
め
に
は
、
私
た
ち
一
人

ひ
と
り
が
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
環
境
を

大
切
に
し
よ
う
と
考
え
、
環
境
に
配
慮

し
て
行
動
し
て
い
く
こ
と
が
、
不
可
欠

と
い
え
ま
す
。

れ
の
立
場
で
環
境
に
配
慮
す
る
際
の
指

針
と
な
る
「
環
境
重
点
配
慮
指
針
」
を

策
定
し
て
い
ま
す
。

　

自
動
車
利
用
、
買
い
物
、
緑
地
の
保

全
や
農
業
、
ま
ち
を
汚
さ
な
い
、
環
境

問
題
を
学
ぶ
、
の
５
つ
の
テ
ー
マ
に
取

り
組
む
た
め
の
行
動
例
を
示
し
ま
し

た
。
日
常
生
活
、
事
業
活
動
に
お
け
る

環
境
配
慮
の
参
考
に
、
本
指
針
を
ご
利

用
下
さ
い
。

□問
 

環
境
保
全
課
11
７
２
４
・
２
７
１
１

　

市
で
は
、
全
国
で
紛
争
が
生
じ
て
い

る
地
下
室
マ
ン
シ
ョ
ン
問
題
に
対
応
す

る
た
め
条
例
の
制
定
を
検
討
し
て
い
ま

す
。

　

こ
の
地
下
室
マ
ン
シ
ョ
ン
問
題
は
、

平
成
６
年
（
住
宅
地
下
室
の
容
積
の
緩

和
）
平
成
９
年
（
共
同
住
宅
の
共
用
廊

下
等
の
容
積
不
算
入
）
の
建
築
基
準
法

（
以
下
同
法
と
い
う
）
の
改
正
に
よ

り
、
容
積
算
入
面
積
が
大
幅
に
緩
和
さ

れ
、
低
容
積
率
の
指
定
さ
れ
て
い
る
地

域
に
、
平
坦
地
で
は
想
定
で
き
な
い
高

容
積
率
の
斜
面
地
利
用
の
地
下
室
マ
ン

シ
ョ
ン
が
建
設
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

こ
と
が
起
因
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
同
法
の
改
正
（
本
年
６

月
施
行
）
に
よ
り
、
住
宅
地
下
室
の
容

積
算
定
に
関
わ
る
地
盤
面
の
位
置
に
つ

い
て
、
自
治
体
の
条
例
で
定
め
る
こ
と

が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
（
同
法
第　
５２

条
第
５
項
）

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
市
と
し
て
も
他
条

項
（
同
法
第　

条
）
と
あ
わ
せ
、
地
下

５０

室
マ
ン
シ
ョ
ン
を
適
切
に
規
制
誘
導
す

る
た
め
、
条
例
を
制
定
す
る
予
定
で

す
。

　

容
積
算
定
に
関
す
る
地
盤
面
の
位
置

を
、
建
築
物
が
周
囲
の
地
面
と
接
す
る

最
も
低
い
位
置
か
ら
３
メ
ー
ト
ル
以
内

の
平
均
の
高
さ
に
お
け
る
水
平
面
（
最

も
低
い
位
置
に
あ
る
平
均
地
盤
面
）
と

す
る
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
（
図
１
）。

　

建
築
物
の
見
か
け
上
の
階
数
の
制
限

を
、
第
一
種
低
層
住
居
専
用
地
域
に
つ

い
て
は
４
、
第
二
種
低
層
住
居
専
用
地

域
に
つ
い
て
は
５
と
す
る
こ
と
を
考
え

て
い
ま
す
。
そ
の
他
の
地
域
に
つ
い
て

は
指
定
し
な
い
予
定
で
す
（
図
２
）
。

　

６
月
は
、
環
境
月
間
と
し
て
、
各
地

で
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
こ
れ
ま
で
の
暮

ら
し
を
見
直
し
、
環
境
に
や
さ
し
い
、

こ
れ
か
ら
の
暮
ら
し
に
つ
い
て
考
え
て

み
ま
し
ょ
う
。
な
お
、
６
月
５
日
は

「
環
境
の
日
」
と
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
。環

境
重
点
配
慮
指
針
（
町
田
発

環
境
重
点
配
慮
指
針
（
町
田
発
！！

エエ

コ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
）
を
実
践
し
よ
う

コ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
）
を
実
践
し
よ
う

　

市
で
は
、
市
民
、
事
業
者
が
そ
れ
ぞ

　

市
で
は
、
２
０
０
２
年
３
月
に
、

環
境
施
策
の
目
標
や
方
向
性
と
、
市

民
や
事
業
者
の
方
々
が
環
境
に
や
さ

し
い
生
活
や
事
業
活
動
を
行
う
た
め

の
指
針
を
示
し
た
「
町
田
市
環
境
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
ま
し

た
。
２
０
０
２
年
度
か
ら
町
田
市
環

境
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
基
づ
い
た
施

策
の
進
み
具
合
や
目
標
の
達
成
状
況

な
ど
を
点
検
・
評
価
し
た
「
町
田
市

環
境
白
書
」
を
発
行
し
、
広
く
皆
さ

ん
に
公
表
し
て
い
ま
す
。

　

「
環
境
白
書
２
０
０
５
」
の
作
成

に
あ
た
っ
て
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
か

ら
環
境
施
策
に
対
す
る
評
価
や
気
に

な
る
環
境
問
題
な
ど
に
つ
い
て
お
聞

き
し
、
点
検
・
評
価
に
反
映
さ
せ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
市
内
在
住
の
方
６
０
０

人
を
対
象
に
「
環
境
に
関
す
る
市
民

ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
実
施
し
ま
す
。
お

願
い
す
る
方
に
は
、
郵
送
で
ア
ン
ケ

ー
ト
用
紙
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

□問
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氏
名
を
明
記
の
う
え
、
次
の
い

ず
れ
か
の
方
法
で
送
付
し
て
下
さ

い
。

フ
ァ
ッ
ク
ス
の
場
合

　

6
７
０
９
・
０
６
１
８

郵
送
の
場
合

　

〒　

－

０
０
２
１
、
町
田
市
中

１９４
町
１－

４－

２
、
都
市
計
画
部

建
築
指
導
課
調
査
係

電
子
メ
ー
ル
の
場
合

m
c
ity
1
1
0
@
c
ity
.m
a
c
h
i

d
a
.to
k
y
o
.jp

意
見
募
集
の
期
間

　

平
成　

年
６
月　

日
〜　

日

１７

１１

２４

注
意
事
項

・
電
話
に
よ
る
ご
意
見
は
ご
遠
慮

願
い
ま
す
。

・
電
子
メ
ー
ル
で
の
ご
意
見
の
送

付
の
場
合
は
テ
キ
ス
ト
形
式
と

し
て
く
だ
さ
い
。

・
い
た
だ
い
た
ご
意
見
の
内
容
に

つ
い
て
個
別
に
回
答
は
い
た
し

ま
せ
ん
。

・
こ
の
内
容
は
町
田
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

・
ご
意
見
の
み
を
公
開
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

制
定
の
背
景

　

建
築
物
が
周
囲
の
地
面
と
接
す
る
位

置
の
高
低
差
が
３
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る

も
の
で
、
地
階
を
有
す
る
共
同
住
宅
又

は
長
屋
を
対
象
と
す
る
こ
と
を
考
え
て

い
ま
す
。

適
用
区
域

　

商
業
系
の
用
途
地
域
、
工
業
系
の
用

途
地
域
を
除
き
、
住
居
系
の
用
途
地
域

（
準
住
居
地
域
を
除
く
）
の
適
用
を
考

容
積
算
定
地
盤
面
の
指
定
（
同
法

第　

条
第
５
項
）

５２

階
数
の
制
限
（
同
法
第　

条
）

５０

　

既
存
の
建
築
物
に
つ
い
て
は
、
住

戸
、
住
室
の
増
加
を
伴
わ
な
い
増
築
、

修
繕
、
模
様
替
は
適
用
し
な
い
こ
と
を

考
え
て
い
ま
す
。

適
用
除
外

　

建
築
基
準
法
の
委
任
条
例
で
あ
る
の

で
、
同
法
の
罰
則
が
適
用
さ
れ
ま
す
。
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国立劇場で�
　　日本舞踊を披露�
国立劇場で�
　　日本舞踊を披露�

堺中学校の日本文化部が�堺中学校の日本文化部が�見
直
そ
う
今
ま
で
の
暮
ら
し

見
直
そ
う
今
ま
で
の
暮
ら
し�

考
え
よ
う
こ
れ
か
ら
の
暮
ら
し

考
え
よ
う
こ
れ
か
ら
の
暮
ら
し�

見
直
そ
う
今
ま
で
の
暮
ら
し�

考
え
よ
う
こ
れ
か
ら
の
暮
ら
し�

6
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は
環
境
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環
境
に
関
す
る
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
す

町
田
市
斜
面
地
建
築
物
の

町
田
市
斜
面
地
建
築
物
の
�

�
建
築
に
関
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

建
築
に
関
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て
�

町
田
市
斜
面
地
建
築
物
の

町
田
市
斜
面
地
建
築
物
の
�

�
建
築
に
関
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

建
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制
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つ
い
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�

町
田
市
斜
面
地
建
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�

�
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11

問
�

ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
�

対
象
建
築
物

罰　

則

６
月
は
環
境
月
間
で
す

６
月
は
環
境
月
間
で
す

今
後
の
予
定
�

６月�９月�１０月�１２月�

条
例
検
討
内
容
の
�

広
報
・
意
見
募
集
�

市
議
会
上
程
・
審
議
�

条
例
の
広
報
�

条
例
施
行
�

条
例
案
の
検
討
�

議
決
後
条
例
制
定
�

現状�

図１　地盤面の指定（例）�

適用例�

容積率に不算入�
（全体の１/３を限度）�

容積率に算入�

→�

→�

→�

←地面の位置←地面の位置�

指定した地盤面の位置指定した地盤面の位置�

←地面の位置�
地面の位置→�

指定した地盤面の位置�

３メートル毎の
地盤面の位置�

地盤面から天井まで
が１ｍ以下の部分が
地階となります。�

この部分にあたる容
積が抑制されます。�

←
�

図２　階数の制限�
（第１種低層住居専用地域の場合）�

４�
３�
２�
１�

環境重点配慮指針（町田発！エコ・アクション）

え
て
い
ま
す
。

ご
意
見
を
お
寄
せ
下
さ
い
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２００４年度河川調査結果
〈２００４年度平均値〉（表１）

　

市
で
は
、
毎
年
河
川
調
査
及
び
道

路
交
差
点
等
に
お
け
る
大
気
質
調

査
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
市
内
大
気

等
環
境
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
調
査
は
、
環
境
の
現
状
を
把

握
し
、
そ
の
改
善
に
向
け
た
基
礎
資

料
と
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施

し
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
ど
、
２
０
０

４
年
度
の
調
査
結
果
が
ま
と
ま
り
ま

し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
調
査
の
目
的
・
概
要
】

　

工
場
や
家
庭
か
ら
の
排
水
等
に
よ

る
河
川
の
汚
濁
状
況
を
把
握
す
る
た

め
、
市
内
に
あ
る
３
河
川
（
境
川
、

鶴
見
川
、
恩
田
川
）
の
水
質
調
査

を
、
年
４
回
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

２
０
０
４
年
度
は
、　

年
４
月
、

'０４

７
月
、　

月
、　

年
１
月
に
実
施
し

１０

'０５

ま
し
た
。

【
調
査
結
果
】
（
表
１
）

　

ｐ
Ｈ
に
つ
い
て
は
、
境
川
、
鶴
見

川
と
も
に
全
て
の
地
点
で
環
境
基
準

値
の
範
囲
内
で
し
た
。
恩
田
川
で

は
、
１
地
点
で
環
境
基
準
を
超
え
て

い
ま
し
た
。
こ
れ
は
排
水
に
よ
る
影

響
で
は
な
く
、
水
中
の
緑
藻
類
の
光

合
成
に
よ
る
炭
酸
同
化
作
用
の
影
響

予
防
接
種

　

急
性
灰
白
髄
炎
（
ポ
リ
オ
）
の
予
防

接
種
を
下
表
の
日
程
で
行
い
ま
す
。

○
対
象　

接
種
日
現
在
、
生
後
３
か
月

以
上
７
歳
６
か
月
未
満
の
お
子
さ
ん

※
７
歳
６
か
月
に
な
る
日
の
前
日
ま
で

に
６
週
間
以
上
の
間
隔
で
２
回
受
け
て

下
さ
い
。

○
受
付
時
間　

午
後
２
時
〜
２
時　

分
４５

【
当
日
お
持
ち
に
な
る
も
の
】

　

①
既
往
症
健
康
調
査
票
（
有
効
期
限

内
の
も
の
。
町
田
市
医
師
会
加
入
の
指

定
医
療
機
関
に
お
子
さ
ん
を
お
連
れ
の

う
え
作
成
し
て
も
ら
っ
て
下
さ
い
。
無

料
で
す
。
な
お
、
重
い
病
気
等
の
や
む

を
得
な
い
理
由
で
指
定
医
療
機
関
以
外

に
か
か
っ
て
い
る
場
合
は
、
事
前
に
健

康
課
へ
ご
連
絡
下
さ
い
）
②
予
診
票

（
お
持
ち
で
な
い
方
に
は
会
場
で
お
渡

し
し
ま
す
）
③
母
子
健
康
手
帳

【
注
意
と
お
願
い
】

　

①
検
温
は
診
察
前
に
会
場
で
行
い
ま

す
②
ポ
リ
オ
生
ワ
ク
チ
ン
服
用
前
後　
３０

分
は
飲
食
を
さ
け
て
下
さ
い
③
兄
弟
・

双
子
で
受
け
る
方
で
１
人
の
お
子
さ
ん

の
体
調
が
悪
い
場
合
、
全
員
接
種
を
見

合
わ
せ
ま
す
。

【
次
の
よ
う
な
場
合
は
受
け
ら
れ
ま
せ

ん
】

　

①　

・
５
度
以
上
の
熱
が
あ
る
②
重

３７

篤
な
急
性
疾
患
に
か
か
っ
て
い
る
③
ポ

リ
オ
ワ
ク
チ
ン
に
含
ま
れ
る
成
分
で
、

ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
（
激
し
い
ア
レ
ル

ギ
ー
反
応
）
を
起
こ
し
た
こ
と
が
あ
る

④
下
痢
症
状
で
あ
る
⑤
そ
の
他
、
予
防

接
種
を
行
う
こ
と
が
不
適
当
な
状
態
に

あ
る
と
判
断
し
た
場
合

ポ

リ

オ

※
そ
の
他
、
お
子
さ
ん
の
体
調
に
よ
っ

て
は
、
接
種
を
見
合
わ
せ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
会
場
で
の
注
意
事
項
の
掲
示

等
も
ご
覧
の
う
え
、
医
師
と
よ
く
相
談

し
て
下
さ
い
。

会　　　場期　日
健康福祉会館（原則として住所が原町田、森野、中
町、旭町、玉川学園、南大谷、高ヶ坂のお子さんが対
象となります）

７月４日（月）

南市民センター７月５日（火）
鶴川市民センター（原則として住所が鶴川、能ヶ谷
町、広袴町、広袴、三輪町、三輪緑山、薬師台のお子
さんが対象となります）

７月６日（水）

成瀬センター
７月７日（木）

堺市民センター
健康福祉会館（原則として住所が原町田、森野、中
町、旭町、玉川学園、南大谷、高ヶ坂以外のお子さん
が対象となります）７月１１日（月）

町田リサイクル文化センター
鶴川市民センター（原則として住所が野津田町、小野
路町、金井町、金井、大蔵町、真光寺、真光寺町のお
子さんが対象となります）

７月１３日（水）

小山市民センター７月１４日（木）
なるせ駅前市民センター７月１５日（金）
木曽山崎センター７月１９日（火）
健康福祉会館７月２２日（金）
健康福祉会館７月２５日（月）

健
康
課
11
７
２
５
・
５
１
７
８

○
対
象　

高
脂
血
症
の
気
に
な
る
方

高
脂
血
症

予
防
栄
養
講
習
会

○
日
時　

６
月　

日
（
水
）
午
後
１
時

２９

　

分
〜
４
時
（
１
時　

分
か
ら
受
付
）

３０

１０

○
会
場　

健
康
福
祉
会
館

○
内
容
・
講
師　

高
脂
血
症
は
ど
ん
な

病
気
か
＝
保
健
師
、
食
生
活
の
注
意
点

に
つ
い
て
＝
栄
養
士
、
試
食
と
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク

○
定
員　
　

人
５０

（
申
し
込
み

順
）

○
申
し
込
み　

電
話
で
健
康
課

へ
。

※各会場とも、車での来場はご遠慮下さい。
※健康福祉会館・鶴川市民センターの混雑を緩和するため、日程ごとに対象地区を設定しました。お子さんの体調等により別の日に変更することは可能です。

会　　　場期　日
健康福祉会館（原則として住所が原町田、森野、中
町、旭町、玉川学園、南大谷、高ヶ坂のお子さんが対
象となります）

１０月１１日（火）

南市民センター１０月１２日（水）
鶴川市民センター（原則として住所が鶴川、能ヶ谷
町、広袴町、広袴、三輪町、三輪緑山、薬師台のお子
さんが対象となります）

１０月１４日（金）

成瀬センター１０月１７日（月）
健康福祉会館（原則として住所が原町田、森野、中
町、旭町、玉川学園、南大谷、高ヶ坂以外のお子さん
が対象となります）１０月１８日（火）

町田リサイクル文化センター
小山市民センター１０月１９日（水）
鶴川市民センター（原則として住所が野津田町、小野
路町、金井町、金井、大蔵町、真光寺、真光寺町のお
子さんが対象となります）

１０月２０日（木）

なるせ駅前市民センター１０月２１日（金）
木曽山崎センター１０月２４日（月）
堺市民センター１０月２５日（火）
健康福祉会館１０月２７日（木）
健康福祉会館１０月３１日（月）

ポリオ集団予防接種日程表

２
０
０
４
年
度
河
川
・
大
気
質
・
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
に
関
す
る

２
０
０
４
年
度
河
川
・
大
気
質
・
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
に
関
す
る

市
内
大
気
等
調
査
結
果
が
、
ま
と
ま
り
ま
し
た

市
内
大
気
等
調
査
結
果
が
、
ま
と
ま
り
ま
し
た

備　

考

ｐ
Ｈ　

水
素
イ
オ
ン
濃
度
の
こ
と
で
、
中
性
が
７
。
７
よ
り
小
さ
い

ほ
ど
酸
性
が
強
く
、
大
き
い
ほ
ど
（　

ま
で
）
ア
ル
カ
リ
性

１４

が
強
い
。

Ｂ
Ｏ
Ｄ　

生
物
化
学
的
酸
素
要
求
量
の
こ
と
で
、
水
中
の
有
機
物
が

微
生
物
に
よ
っ
て
一
定
時
間
内
に
分
解
さ
れ
る
と
き
に
必
要

な
酸
素
量
。
数
値
が
高
い
ほ
ど
汚
濁
が
ひ
ど
い
。

BOD（mg/l）pH調 査 地 点

８以下６．０～８．５境川環境基準値

０．５７．２風戸橋

２．１７．７二国橋

４．５７．６稲荷橋

４．１７．９坂本橋

５．３８．０高橋

３．３７．６根岸橋

２．４７．８檜橋

２．２７．９境橋

１．９７．５鶴間橋

１．７７．４鶴間一号橋

５以下６．５～８．５恩田川環境基準値

２．２７．７稲荷坂橋

１．０８．０三蔵寺橋

１．１８．７都橋

８以下６．０～８．５鶴見川環境基準値

１．２７．７桜橋

１．５７．７猪の堰

２．３７．８鶴見橋

１．９７．８袋橋

２．０７．６下川戸橋

２．０８．２岡上橋

１．６８．０四ツ木橋

２００４年度大気環境調査結果（表３）
測定結果

２００５年２月２００４年１２月２００４年８月２００４年５月
０．０４４pg-TEQ/m3（２月９～１６日）０．０７１pg-TEQ/m3（１２月９～１６日）０．０６８pg-TEQ/m3（８月２０～２７日）０．０４０pg-TEQ/m3（５月１２～１９日）鶴間会館
０．０４０pg-TEQ/m3（２月９～１６日）０．０９４pg-TEQ/m3（１２月２～９日）０．１００pg-TEQ/m3（８月２０～２７日）０．０５６pg-TEQ/m3（５月１２～１９日）市役所
０．０３６pg-TEQ/m3（２月９～１６日）０．０７６pg-TEQ/m3（１２月２～９日）０．０４２pg-TEQ/m3（８月２０～２７日）０．０５２pg-TEQ/m3（５月１２～１９日）小山市民センター

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

Ｂ
Ｏ
Ｄ
に
つ
い
て
は
、
環
境
基
準

値
を
超
え
た
地
点
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
流
域
に
下
水
道
が
普
及
し
て

い
な
い
中
流
域
に
お
い
て
、
他
の
地

点
と
比
べ
総
じ
て
Ｂ
Ｏ
Ｄ
の
値
が
高

い
こ
と
が
共
通
す
る
特
徴
と
い
え
ま

す
。

【
調
査
の
目
的
・
概
要
】

　

自
動
車
等
の
移
動
発
生
源
に
よ
る

大
気
汚
染
状
況
を
把
握
す
る
た
め
、

市
内
の
主
要
幹
線
道
路
交
差
点
等
に

お
け
る
環
境
大
気
質
調
査
を
年
に
１

回
、
冬
期
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

２
０
０
４
年
度
は
、　

年　

月
１

'０４

１２

〜
２
日
の　

時
間
、
実
施
し
ま
し

２４

た
。

【
調
査
結
果
】
（
表
２
）

　

二
酸
化
窒
素
、
一
酸
化
炭
素
、
浮

遊
粒
子
状
物
質
、
二
酸
化
い
お
う
、

ベ
ン
ゼ
ン
、
ト
リ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ

ン
、
テ
ト
ラ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
の
７

項
目
に
つ
い
て
調
査
し
ま
し
た
。

　

ベ
ン
ゼ
ン
に
つ
い
て
、
大
戸
交
差

点
を
除
い
た
９
測
定
地
点
で
環
境
基

準
（
０
・
０
０
３
㎎
／
ｍ
３
 

）
を
超
過

し
た
値
（
０
・
０
０
３
４
㎎
／
ｍ
３
 

〜

０
・
０
０
６
７
㎎
／
ｍ
３
 

）
が
観
測
さ

れ
ま
し
た
。

　

二
酸
化
窒
素
に
つ
い
て
、
小
田
急

町
田
駅
前
で
環
境
基
準
（
０
・
０
６

㎎
／
ｍ
３
 

）
を
超
過
し
た
値
（
０
・
０

６
４
㎎
／
ｍ
３
 

）
が
観
測
さ
れ
ま
し

た
。

　

そ
の
他
の
環
境
基
準
項
目
（
一
酸

化
炭
素
、
浮
遊
粒
子
状
物
質
、
二
酸

化
い
お
う
、
ト
リ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ

ン
、
テ
ト
ラ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
）
で

は
環
境
基
準
を
超
過
し
た
値
は
観
測

さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

【
調
査
の
概
要
】

　

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
大
気
中
の
濃

度
を
把
握
す
る
た
め
、
ダ
イ
オ
キ
シ

ン
類
の
市
内
大
気
等
環
境
調
査
と
し

て
年
４
回
、
市
内
３
地
点
で
測
定
し

て
い
ま
す
。

【
調
査
結
果
】
（
表
３
）

　

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
大
気
中
の
濃

度
に
つ
い
て
は
、
延
べ　

回
測
定

１２

し
、
全
て
の
測
定
結
果
に
お
い
て
基

準
値
（
０
・
６　

－

　

／
ｍ
３
 

）
を
下

pg

TEQ

回
る
値
で
し
た
。

□問
 

環
境
保
全
課
11
７
２
４
・
２
７
１

１
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
に
関
す
る

市
内
大
気
等
環
境
調
査
結
果

２００４年度大気質調査結果（表２）

※車道等の通常生活していない場所については環境基準が適用されないため、比較参考とします。

テトラクロロエチレン
（mg/m3）

トリクロロエチレン
（mg/m3）

ベンゼン
（mg/m3）

二酸化硫黄
（ppm）

浮遊粒子状物質
（mg/m3）

一酸化炭素
（ppm）

二酸化窒素
（ppm）測　定　項　目

合否１　年
平均値合否１　年

平均値合否１　年
平均値合否１時間値

の最高値
１　日
平均値合否１時間値

の最高値合否１　日
平均値合否８時間値

の最高値合否１　日
平均値合否１　日

平均値測　定　地　点

○０．０００３○０．００１１○０．００２８---○０．０６５○０．０３５○１．０○０．８○０．０２６No.１  大戸交差点
○０．０００３○０．００１４×０．００３４---○０．０５８○０．０３２○１．４○０．９○０．０３４No.２ 多摩ニュータウン入り口交差点
○０．０００５○０．００２７×０．００４３---○０．０７３○０．０３４○２．０○１．３○０．０３８No.３ 根岸交差点
○０．０００６○０．００２２×０．００３９---○０．０８２○０．０３５○１．５○１．１○０．０３８No.４ 菅原神社交差点
○０．０００７○０．００２０×０．００４０---○０．０７４○０．０２３○１．５○１．１○０．０３３No.５ 袋橋交差点
○０．０００７○０．００１７×０．００５７---○０．０９０○０．０４５○２．４○１．５○０．０３６No.６ 鶴川駅東口交差点
○０．０００６○０．００２０×０．００６７---○０．１１７○０．０４２○２．５○１．６○０．０３４No.７ 今井谷戸交差点
○０．０００９○０．００３３×０．００３９---○０．０９８○０．０４５○１．６○１．１×０．０６４No.８ 小田急町田駅前
○０．０００８○０．００２５×０．００５４---○０．１００○０．０３９○２．４○１．４○０．０３６No.９ 成瀬センター前交差点
○０．０００７○０．００２１×０．００４１○０．００８０．００５○０．０８６○０．０３８○１．４○１．０○０．０３５No.１０ 町田市役所交差点

０．２以下０．２以下０．００３以下-０．１以下０．０４以下０．２０以下０．１０以下２０以下１０以下０．０６以下環　境　基　準

河

川

調

査

結

果

大
気
質
調
査
結
果



２００５．　．　 （　）６ １１ ５

早
め
に 
剪 
定
し
ま
し
ょ
う

せ
ん

道
路
に
せ
り
出
し
た
庭
木
の
枝
は

　

道
路
は
私
た
ち
の
生
活
を
支
え
て
く

れ
る
身
近
で
大
切
な
公
共
施
設
の
一
つ

で
す
。
そ
の
た
め
市
民
の
皆
さ
ん
の
関

心
も
高
く
、
毎
年
多
く
の
相
談
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。
中
で
も
、
こ
れ
か
ら

の
季
節
に
は
、
道
路
に
面
し
た
宅
地
の

生
垣
や
庭
木
の
道
路
へ
の
せ
り
出
し
に

関
す
る
相
談
が
増
加
し
ま
す
。

　

道
路
面
へ
の
枝
の
せ
り
出
し
は
、
歩

行
者
や
車
両
の
通
行
の
妨
げ
に
な
る
だ

け
で
な
く
、
道
路
標
識
や
カ
ー
ブ
ミ
ラ

ー
を
見
に
く
く
し
て
し
ま
う
た
め
、
と

て
も
危
険
で
す
。
特
に
、
道
幅
の
狭
い

道
路
で
は
、
交
通
事
故
を
起
こ
す
原
因

に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

梅
雨
時
か
ら
夏
に
か
け
て
は
、
１
年

の
間
で
最
も
急
激
に
草
木
が
成
長
す
る

季
節
で
す
。
道
路
沿
い
に
生
垣
や
庭
木

が
あ
る
場
合
に
は
、
早
め
に
剪
定
し
て

通
行
の
妨
げ
や
危
険
を
未
然
に
防
ぎ
ま

し
ょ
う
。

□問
 

道
路
管
理
課
11
７
２
４
・
１
１
５
１

ひ
な
た
村

オ
リ
ジ
ナ
ル
創
作
童
話

募
集
し
て
い
ま
す

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
学
の
小
・
中

学
生
、
高
校
生

○
作
品　

４
０
０
字
詰
め
原
稿
用
紙
８

枚
以
内
（
Ｂ
４
縦
書
き
、
表
紙
別
）

※
応
募
作
品
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
と
し

ま
す
。

○
審
査
員　

映
画
監
督
・
大
林
宣
彦

氏
、
映
像
作
家
・
小
林
は
く
ど
う
氏

○
部
門　

小
学
校
低
学
年
の
部
、
小
学

校
高
学
年
の
部
、
中
学
校
・
高
等
学
校

の
部

○
応
募　

規
定
の
応
募
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
作
品
に
タ
イ
ト
ル
・
ペ

ー
ジ
・
名
前
を
明
記
し
て
、
３
部
（
コ

ピ
ー
可
）
を
９
月　

日
ま
で
（
消
印
有

１６

効
）
に
ひ
な
た
村
（
〒　

－

０
０
３

１９４

２
、
本
町
田
２
８
６
３
、
11
７
２
２
・

５
７
３
６
）
へ
。

※
応
募
用
紙
は
、
ひ
な
た
村
、
児
童
青

少
年
課
に
あ
り
ま
す
。
市
内
小
・
中
学

校
、
高
等
学
校
に
は
配
布
し
ま
す
。

○
表
彰　

町
田
市
長
賞
１
編
、
教
育
長

賞
２
編
、
ひ
な
た
村
賞
５
編
（
部
門
別

に
そ
れ
ぞ
れ
賞
が
で
ま
す
）
、
努
力
賞

※
発
表
表
彰
式
は
２
０
０
６
年
２
月
５

立
川
志
の
輔　

独
演
会

日
に
行
う
予
定
で
す
。

※
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

※
作
品
の
著
作
権
は
町
田
市
教
育
委
員

会
に
帰
属
し
ま
す
。

　

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族

で
、
平
成　

年
４
月
１
日
に
お
い
て
遺

１７

族
年
金
等
を
受
け
取
る
方
が
い
な
い
場

合
に
、
額
面　

万
円
、　

年
償
還
の
記

４０

１０

名
国
債
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

請
求
期
限
は
平
成　

年
３
月　

日
ま

２０

３１

で
で
す
。

○
請
求
先　

福
祉
総
務
課
（
11
７
２
４

・
２
５
３
７
、
6
７
２
４
・
１
１
８

７
）

○
受
給
権
に
関
す
る
相
談　

町
田
市
福

祉
総
務
課
ま
た
は
東
京
都
福
祉
保
健
局

生
活
福
祉
部
計
画
課
恩
給
係
（
11　

・
０３

５
３
２
０
・
４
０
７
７
、
6　

・
５
３

０３

８
８
・
１
４
０
３
）
へ
。

戦
没
者
の
遺
族
の
皆
さ
ん
へ

特
別
弔
慰
金
が

支
給
さ
れ
ま
す

図
師
町
・
野
津
田
町
の
各
一
部

公
共
下
水
道
が

利
用
で
き
ま
す

　

６
月　

日
（
木
）
か
ら
、
図
師
町
・

２３

野
津
田
町
の
各
一
部
で
公
共
下
水
道
が

利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

今
回
、
利
用
が
で
き
る
区
域
に
建
物

を
所
有
し
て
い
る
方
に
は
、
切
り
替
え

工
事
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
・
指
定
工
事
店

名
簿
を
配
布
し
ま
す
。

　

な
お
、
今
回
の
利
用
開
始
に
伴
い
、

図
面
等
を
ご
覧
（
縦
覧
）
に
な
れ
ま

す
。

○
縦
覧
日
時　

６
月　

日
（
火
）
〜　

１４

２２

日
（
水
）
午
前
８
時　

分
〜
午
後
５
時

３０

（
土
・
日
曜
日
は
除
く
）

○
縦
覧
場
所　

下
水
道
部
業
務
課
（
成

瀬
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
内
）

【
切
り
替
え
工
事
に
つ
い
て
】

　

く
み
取
り
便
所
（
し
尿
浄
化
槽
を
含

む
）
を
公
共
下
水
道
に
接
続
す
る
工
事

は
、
指
定
工
事
店
に
依
頼
し
て
下
さ

い
。
な
お
、
切
り
替
え
工
事
に
対
す
る

費
用
の
一
部
を
お
貸
し
す
る
貸
付
金
制

度
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
利
用
下
さ
い
。

【
公
共
下
水
道
へ
の
切
り
替
え
工
事
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
期
間
】

　

く
み
取
り
便
所
の
家
庭
は
３
年
以
内

に
、
浄
化
槽
使
用
の
家
庭
は
遅
滞
な
く

（
１
年
以
内
に
）
公
共
下
水
道
へ
の
切

り
替
え
工
事
を
し
て
下
さ
い
。

【
工
事
は
必
ず
指
定
工
事
店
で
】

　

市
の
指
定
工
事
店
と
偽
り
、
下
水
道

利
用
（
予
定
）
区
域
内
で
、
宅
地
内
に

お
け
る
公
共
下
水
道
へ
の
切
り
替
え
工

事
（
浄
化
槽
か
ら
の
切
り
替
え
工
事
を

含
む
）
を
勧
誘
す
る
業
者
が
い
る
よ
う

で
す
。
市
で
は
一
定
の
水
準
を
有
す
る

技
術
者
が
専
属
し
、
市
長
が
指
定
を
し

た
工
事
店
で
な
い
と
公
共
下
水
道
へ
の

切
り
替
え
工
事
が
で
き
な
い
指
定
工
事

店
制
度
を
と
っ
て
い
ま
す
。
工
事
を
申

し
込
む
際
に
は
、
必
ず
指
定
工
事
店
か

ど
う
か
確
認
し
て
契
約
す
る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

□問
 

下
水
道
部
業
務
課
11
７
２
０
・
１
８

３
３

展

覧

会

を

お
休
み
し
ま
す

市
立
博
物
館

　

市
立
博
物
館
は
、
７
月　

日
１１

（
月
）
ま
で
館
内
整
理
等
の
た
め

展
覧
会
を
お
休
み
し
ま
す
。

　

そ
の
間
、
学
習
相
談
等
の
窓
口

は
開
い
て
い
ま
す
の
で
、
事
前
に

電
話
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

　

次
回
展
覧
会
は
７
月　

日
か
ら

１２

「
時
計－

米
原
徹
夫
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
」
展
を
開
催
し
ま
す
。

□問
 

町
田
市
立
博
物
館
11
７
２
６
・

１
５
３
１

町
田
市
民
ホ
ー
ル
事
業�

入
場
希
望
の
方
は
電
話
で
町
田
市
民
ホ
ー
ル（
1
７
２
８
・
４
３
０
０
）へ
。�

休

館

日
　
第
１
・
３
月
曜
日（
祝
日
の
と
き
は
そ
の
翌
日
）�

受
付
時
間
　
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時�

※
初
日
は
電
話
の
み
の
受
付
で
す
。�

※
６
歳
以
上
の
お
子
さ
ん
か
ら
入
場
で
き
ま
す
。�

　
　

月
か
ら
燃
や
せ
る
ご
み
と
燃
や
せ

１０
な
い
ご
み
を
出
す
と
き
は
、
市
指
定
収

集
袋
を
使
っ
て
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す

が
、
町
内
会
・
自
治
会
な
ど
の
団
体
、

ま
た
は
個
人
が
道
路
や
公
園
な
ど
公
共

の
場
所
を
清
掃
し
た
と
き
に
集
め
た
ご

み
は
無
料
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
袋
（　

リ
ッ

ト
ル

 ２０

相
当
）
を
ご
利
用
下
さ
い
。

○
配
付
枚
数　

１
回
に
つ
き
個
人　
２０

枚
、
団
体
３
０
０
枚

※
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
袋
の
ご
利
用
の
前
に

個
人
登
録
ま
た
は
団
体
登
録
が
必
要
で

す
。

○
登
録
申
し
込
み　

ハ
ガ
キ
ま
た
は
Ｆ

Ａ
Ｘ
に
申
込
者
の
住
所
・
氏
名
（
団
体

登
録
の
場
合
は
団
体
名
・
代
表
者
名
を

併
記
）
・
電
話
番
号
・
主
な
清
掃
場
所

を
明
記
し
て
、
ご
み
減
量
課
（
〒　

－１９４

０
２
０
２
、
下
小
山
田
町
３
１
６
０
、

11
７
９
７
・
０
５
３
０
、
6
７
９
７
・

５
３
７
４
）
へ
。

　

受
付
後
、
登
録
証
を
８
月
中
旬
頃
に

発
行
し
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
袋
の
配

付
時
に
登
録
証
を
提
示
し
て
下
さ
い
。

※
配
付
場
所
は
、
後
日
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

※
集
め
た
ご
み
は
分
別
後
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
袋
に
登
録
番
号
を
記
入
し
、
燃
や

せ
る
ご
み
・
燃
や
せ
な
い
ご
み
の
い
ず

れ
か
を
マ
ル
で
囲
ん
で
出
し
て
下
さ

い
。
カ
ン
、
ビ
ン
な
ど
の
資
源
は
、
資

源
の
収
集
曜
日
に
出
し
て
下
さ
い
。

　

古
典
の
舞
台
で
現
代
を
語
る
、
志
の

輔
落
語
の
楽
し
さ
を
存
分
に
味
わ
っ
て

下
さ
い
。

ケ
ヴ
ィ
ン
・
ケ
ナ
ー

ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル

ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
下
さ

い
。

９
月　

日
（
月
）

１２

午
後
７
時
開
演

３
０
０
０
円

（
税
込
、
全
席
指
定
）

【
６
月　

日
午
前
８
時　

分
か
ら
電
話

１３

３０

予
約
受
付
開
始
】

　

シ
ョ
パ
ン
の
心
を
歌
う
円
熟
の
名

ピ
ア
ニ
ス
ト
！
第　

回
シ
ョ
パ
ン
国
際

１２

ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル
最
高
位
受
賞
。

《
予
定
曲
目
》

　

シ
ョ
パ
ン
／
華
麗
な
る
大
ポ
ロ
ネ
ー

ズ
、
華
麗
な
る
ワ
ル
ツ
・
華
麗
な
る
大

円
舞
曲
、
舟
歌
ほ
か

※
曲
目
等
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り

　

月　

日（
火
）

１０

２５

午
後
６
時　

分
開
演

３０

３
５
０
０
円

（
税
込
、

全
席
指

定
）　

【
６
月　
１３

日
午
前
８

時　

分
か

３０
ら
電
話
予

約
受
付
開

始
】

立川志の輔

ケヴィン・ケナー

終
戦　

年　

市
民
参
加
に
よ
る
平
和
祈
念
コ
ン
サ
ー
ト

60思
い
出
の
歌
・
こ
こ
ろ
の
歌
・

ふ
る
さ
と
の
歌

○
出
演　

デ
ュ
ー
ク
エ
イ
セ
ス
（
代
表

曲
＝
「
お
さ
な
な
じ
み
」
「
女
ひ
と

り
」
「
筑
波
山
麓
合
唱
団
」
ほ
か
）

／
芹
洋
子
（
代
表
曲
＝
「
四
季
の

歌
」
ほ
か
）
／
林
あ
さ
美
（
代
表
曲

＝
「
つ
ん
つ
ん
津
軽
」
ほ
か
）

○
司
会　

吉
川
精
一
（
元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ア
ナ

ウ
ン
サ
ー
）

○
指
揮
・
演
奏　

小
山
内
た
け
と
も
＆

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
フ
リ
ー
ジ
ア

　

戦
後　

年
と
い
う
節
目
の
年
に
ち
な

６０

み
、
戦
争
に
翻
弄
さ
れ
た
人
々
の
体
験

談
と
そ
れ
に
ま
つ
わ
る
「
思
い
出
の
歌

・
こ
こ
ろ
の
歌
・
ふ
る
さ
と
の
歌
」
を

通
し
て
、
平
和
の
尊
さ
を
祈
念
す
る
コ

ン
サ
ー
ト
で
す
。
皆
さ
ん
か
ら
お
寄
せ

い
た
だ
い
た
「
思
い
出
の
歌
」
と
手
記

を
も
と
に
し
て
ご
本
人
ま
た
は
司
会
者

が
朗
読
し
、
ゲ
ス
ト
歌
手
や
市
民
合
唱

団
が
歌
を
お
贈
り
し
ま
す
。
会
場
の
皆

さ
ん
と
共
に
歌
い
、
つ
く
り
上
げ
て
い

く
感
動
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。

８
月　

日
（
金
）

１２

午
後
６
時　

分
開
演

３０

２
５
０
０
円

（
税
込
、
全
席
指
定
）

【
６
月　

日
午
前
８
時　

分
か
ら
電
話

１４

３０

予
約
受
付
開
始
】

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
勤
の
方

○
申
し
込
み　

ハ
ガ
キ
に
、
戦
中
・

戦
後
の
あ
な
た
の
思
い
出
の
歌
を
１
曲

（
歌
の
ジ
ャ
ン
ル
は
問
い
ま
せ
ん
）

と
、
そ
の
歌
に
ま
つ
わ
る
手
記
を
書
い

て
、
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
明
記

し
、
７
月　

日
ま
で
（
必
着
）
に
町
田

１５

市
民
ホ
ー
ル
「
思
い
出
の
歌
・
こ
こ
ろ

の
歌
・
ふ
る
さ
と
の
歌
」
係
（
〒　

－１９４

０
０
２
２
、
森
野
２－

２－

　

）
へ
。

３６

※
応
募
さ
れ
た
ハ
ガ
キ
は
返
却
し
ま
せ

ん
。
ま
た
、
著
作
権
は
町
田
市
に
帰
属

し
ま
す
。

※
応
募
い
た
だ
い
た
手
記
は
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
、
文
集
等
に
掲
載
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
お
名
前
や
住
所
（
町

名
程
度
ま
で
）
を
発
表
、
掲
載
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
下
さ
い
。

デュークエイセス

芹洋子林あさ美吉川精一小山内たけとも

あ
な
た
の

思
い
出
の
歌
を

お
寄
せ
下
さ
い
！

ご
み
の
有
料
化
に
伴
う

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
袋
の
ご
案
内

２００５．　．　（　） ６ １１４

生

活

協

力

員

（

Ｌ

Ｓ

Ａ

）

　

都
民
住
宅
に
入
居
し
、
高
齢
者
集
合

住
宅
（
シ
ル
バ
ー
ピ
ア
）
の
入
居
者
に

対
す
る
生
活
協
力
員
と
し
て
活
動
し
て

い
た
だ
く
方
の
募
集
で
す
。

○
資
格　

①
申
込
世
帯
が
都
民
住
宅

老
人
医
療
費
助
成

（
○福
 

医
療
証
）
制
度

　

東
京
都
で
は
、
昭
和　

年
６
月　

日

１２

３０

以
前
に
生
ま
れ
た　

歳
ま
で
の
健
康
保

６９

険
に
加
入
し
て
い
る
方
で
、
本
人
の
所

得
が
基
準
額
（
＝
左
下
表
）
以
下
の
方

を
対
象
に
医
療
費
の
助
成
制
度
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
該
当
す
る
方
に
は
○福
 

医

療
証
を
交
付
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
社
会
保
険
本
人
（
政
府
管

掌
・
組
合
・
共
済
）
の
方
は
対
象
と
な

り
ま
せ
ん
。

　

都
内
の
医
療
機
関
で
診
療
を
受
け
る

時
に
健
康
保
険
証
と
○福
 

医
療
証
を
提
示

す
る
と
、
保
険
診
療
分
の
窓
口
で
の
支

払
い
が
、
か
か
っ
た
医
療
費
の
１
割
分

に
な
り
ま
す
（
保
険
外
は
全
額
自
己
負

○福 医療証の本人所得基準額
（平成１８年６月３０日までの基準）

基準額（平成１７年６月３０日
までは平成１５年中、平成１７
年７月１日からは平成１６年
中の所得になります）

扶養親族
等の数

２，５７２，０００円０人
３，０５２，０００円１人
３，４３２，０００円２人
３，８１２，０００円３人

児
童
手
当
・
特
例
給
付
・
児
童
育
成
手

当
を
受
給
し
て
い
る
方

現
況
届
の
提
出
を

　

現
在
手
当
を
受
給
し
て
い
る
方
は
、

現
況
届
を
提
出
し
て
下
さ
い
。

　

現
況
届
を
提
出
さ
れ
な
い
場
合
は
、

６
月
分
か
ら
の
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く

な
り
ま
す
。

【
期
日
・
提
出
方
法
】

　

対
象
の
方
に
は
す
で
に
現
況
届
の

用
紙
を
送
付
し
て
い
ま
す
の
で
、
必
要

事
項
を
記
入
の
う
え
、
６
月　

日
ま
で

３０

（
必
着
）
に
子
ど
も
総
務
課
へ
（
郵
送

可
）
。

※
各
市
民
セ
ン
タ
ー
等
で
の
出
張
受
付

は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
下
さ

い
。

【
添
付
書
類
】

①
受
給
者
（
保
護
者
）
の
健
康
保
険
証

（
写
し
）
…
児
童
手
当
・
特
例
給
付
を

受
け
て
い
る
方
で
、
国
民
年
金
以
外
の

年
金
に
加
入
し
て
い
る
場
合

※
健
康
保
険
証
で
厚
生
年
金
等
へ
の
加

入
状
況
が
確
認
で
き
な
い
方
は
、
年
金

春
の
住
宅
デ
ー

　

地
元
建
築
職
人
に
よ
る
包
丁
研
ぎ

や
ま
な
板
削
り
（
各
有
料
）
と
、
無
料

住
宅
相
談
等
を
行
い
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
お
立
ち
寄
り
下
さ
い
。

○
日
時　

６
月　

日
（
日
）
午
前　

時

１２

１０

〜
午
後
３
時

○
会
場　

都
民
銀
行
成
瀬
台
支
店
駐
車

場
、
森
野
３
丁
目
自
治
会
館
、
本
町
田

（
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
）
へ
の
入
居
資

格
が
あ
り
（
収
入
ほ
か
）
②
申
込
者
本

人
ま
た
は
同
居
者
が
生
活
協
力
員
の
業

務
を
行
え
る
③
お
お
む
ね　

歳
ま
で
の

５５

方○
募
集
戸
数　

金
森
１
０
２
１－

１
＝

１
戸
（
あ
き
家
）
、
高
ヶ
坂
１
０
９
９

－

１
＝
２
戸
（
あ
き
家
）
、
小
川
１
２

１
０－

１
＝
１
戸
（
あ
き
家
）

○
業
務　

入
居
者
の
安
否
の
確
認
、
緊

急
時
の
対
応
及
び
関
係
機
関
と
の
連
絡

等○
待
遇　

業
務
に
対
し
、
謝
礼
と
家
賃

の
助
成
金
を
支
給

○
申
し
込
み　

６
月　

日
か
ら
直
接
住

１３

宅
課
（
11
７
２
４
・
１
１
３
０
）
ま
た

町
田
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン

タ
ー地

域
入
会
説
明
会

　

町
田
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ

ン
タ
ー
は
、
町
田
市
の
子
育
て
支
援
事

業
で
す
。

　

子
育
て
の
お
手
伝
い
を
し
て
欲
し
い

人
（
依
頼
会
員
）
と
子
育
て
の
お
手
伝

い
を
し
た
い
人
（
援
助
会
員
・
有
償
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
）
と
が
、
助
け
合
っ
て
成

り
立
っ
て
い
る
相
互
援
助
活
動
で
す
。

　

右
表
の
日
程
で
地
域
入
会
説
明
会
を

行
い
ま
す
。
ご
都
合
の
つ
く
会
場
へ
、

お
子
さ
ん
と
ご
一
緒
に
気
軽
に
ご
参
加

下
さ
い
。

　

依
頼
会
員
は
、
入
会
説
明
会
へ
の
参

加
で
会
員
に
な
れ
ま
す
。
援
助
会
員

は
、
入
会
説
明
会
と
保
育
サ
ポ
ー
ト
講

習
会
へ
の
参
加
が
必
要
で
す
。

○
申
し
込
み　

午
前
８
時　

分
〜
午
後

３０

５
時
に
電
話
で
町
田
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ

ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
（
11
７
２
４
・
０

９
０
１
）
へ
。

※
直
接
会
場
へ
お
い
で
い
た
だ
く
こ
と

も
で
き
ま
す
。

担
で
す
）
。

　

な
お
、
所
得
・
年
齢
が
該
当
す
る
方

に
は
、
ご
案
内
の
通
知
を
し
ま
す
。

　

交
付
申
請
手
続
き
に
は
、
健
康
保
険

証
・
認
印
が
必
要
で
す
。

※
２
０
０
５
年
１
月
２
日
以
降
に
転
入

し
た
方
は
、
１
月
１
日
現
在
の
住
民
登

録
地
の
市
区
町
村
か
ら
所
得
証
明
書
を

お
取
り
寄
せ
下
さ
い
。

【
す
で
に
○福
 

医
療
証
を
お
持
ち
の
方
】

　

引
き
続
き
老
人
医
療
費
助
成
が
受
け

ら
れ
る
方
に
は
、
７
月
１
日
か
ら
お
使

い
い
た
だ
く
新
し
い
医
療
証
を
、
６
月

下
旬
に
送
付
し
ま
す
（
申
請
は
不
要
で

す
）
。
ま
た
、
所
得
が
基
準
額
を
超
え

る
な
ど
で
受
給
資
格
の
な
く
な
る
方
に

は
、
資
格
消
滅
通
知
を
送
付
し
ま
す
。

　

な
お
、
有
効
期
限
の
過
ぎ
た
医
療
証

は
お
早
め
に
高
齢
者
医
療
課
（
11
７
２

４
・
２
１
４
４
）
ま
た
は
、
南
・
な
る

せ
駅
前
・
鶴
川
・
忠
生
・
堺
・
小
山
の

各
市
民
セ
ン
タ
ー
へ
お
返
し
下
さ
い
。

　

な
お
、
昭
和　

年
７
月
１
日
以
降
に

１２

生
ま
れ
た
方
に
は
老
人
医
療
費
助
成
制

度
の
適
用
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
○福
 

限
度
額
適
用
認
定
証
】

○
対
象　

○福
 

受
給
者
で
市
民
税
非
課
税

世
帯
に
属
す
る
方

　

市
民
税
非
課
税
世
帯
（
平
成　

年
６

１７

月　

日
ま
で
は
平
成　

年
度
、
平
成　

３０

１６

１７

年
７
月
１
日
か
ら
平
成　

年
６
月　

日

１８

３０

ま
で
は
平
成　

年
度
の
当
該
世
帯
員
の

１７

課
税
状
況
を
み
ま
す
）
に
属
す
る
方
が

こ
の
認
定
証
を
医
療
機
関
に
提
示
す
る

と
、
外
来
の
患
者
負
担
額
の
上
限
が
医

療
機
関
ご
と
に
月
８
０
０
０
円
に
、
入

院
の
患
者
負
担
額
の
上
限
が
医
療
機
関

ご
と
に
月
２
万
４
６
０
０
円
に
な
り
ま

す
。

　

認
定
証
の
交
付
に
は
申
請
が
必
要
で

す
。
申
請
さ
れ
た
月
か
ら
対
象
に
な
り

ま
す
。

　

申
請
方
法
等
に
つ
い
て
の
お
問
い
合

わ
せ
は
高
齢
者
医
療
課
（
11
７
２
４
・

２
１
４
４
）
へ
。

第　

回
２５公

民
館
ま
つ
り

参
加
申
し
込
み

　

公
民
館
を
利
用
し
て
い
る
サ
ー
ク
ル

・
団
体
に
よ
る
「
公
民
館
ま
つ
り
」
を

　

月　

日
〜　

日
に
開
催
し
ま
す
。
参

１０

２１

２３

加
を
希
望
す
る
サ
ー
ク
ル
・
団
体
は
、

参
加
申
込
書
を
提
出
し
て
下
さ
い
。

○
申
し
込
み
期
間　

７
月　

日
午
後
５

１０

時
ま
で
（
必
着
）

○
参
加
申
込
書
配
布
場
所　

ま
ち
だ
中

央
公
民
館

□問
 

ま
ち
だ
中
央
公
民
館
11
７
２
８
・
０

０
７
１

加
入
証
明
書
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

②
受
給
者
（
保
護
者
）
の
平
成　

年
度

１７

（
平
成　

年
中
）
の
所
得
証
明
書
…
各

１６

手
当
を
受
給
し
て
い
る
方
で
平
成　

年
１７

１
月
２
日
以
降
町
田
市
へ
転
入
さ
れ
た

方
は
、
平
成　

年
１
月
１
日
現
在
の
住

１７

民
登
録
地
の
区
市
町
村
か
ら
お
取
り
寄

せ
下
さ
い
。

※
平
成　

年
１
月
１
日
以
前
か
ら
町
田

１７

市
に
在
住
し
て
い
る
方
は
、
所
得
証
明

書
の
添
付
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

□問
 

子
ど
も
総
務
課
11
７
２
４
・
２
１
３

９

菅
原
神
社
駐
車
場
、
金
森
第
五
都
営
集

会
所
前
、
横
浜
銀
行
成
瀬
支
店
前
、

（
有
）
辻
井
商
店
町
田
営
業
所
駐
車

場
、
コ
ー
プ
と
う
き
ょ
う
・
と
き
わ
店

前
、
薬
師
池
・
市
川
商
店
駐
車
場
、
小

山
郵
便
局
前
ト
ヨ
タ
西
東
京
カ
ロ
ー
ラ

駐
車
場
、
相
原
ま
ち
づ
く
り
相
談
所
事

務
所

　

な
お
、
当
日
会
場
へ
行
け
な
い
市
民

の
方
の
た
め
に
、
組
合
事
務
所
に
お
い

て
、
電
話
に
よ
る
住
宅
相
談
も
行
い
ま

す
。

　

お
気
軽
に
お
電
話
下
さ
い
。

□問
 

東
京
土
建
町
田
支
部
11
７
２
２
・
０

１
４
１
、
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
０
１
２
０

・
７
５
７
５
３
１
、
経
済
振
興
課
11
７

２
４
・
２
１
２
９

　

市
内
の
中
小
企
業
者
ま
た
は
、
市
内

で
新
た
に
事
業
を
始
め
る
中
小
企
業
者

が
事
業
資
金
を
調
達
す
る
た
め
、
市
と

取
扱
金
融
機
関
と
の
提
携
及
び
信
用
保

証
機
関
の
協
力
に
よ
り
実
施
す
る
も
の

で
す
。

　

取
り
扱
い
は
次
の
金
融
機
関
の
町
田

市
内
に
あ
る
支
店
で
行
っ
て
い
ま
す
。

○
取
扱
金
融
機
関　

八
千
代
・
横
浜
・

三
井
住
友
・
み
ず
ほ
・
東
京
都
民
・
り

そ
な
・
東
日
本
の
各
銀
行
、
城
南
・
横

浜
・
芝
の
各
信
用
金
庫
、
町
田
市
農
業

協
同
組
合

※
金
融
機
関
、
信
用
保
証
機
関
の
審
査

に
よ
り
、
融
資
で
き
な
い
場
合
も
あ
り

ま
す
。

□問
 

経
済
振
興
課
11
７
２
４
・
２
１
２
９

町町町町町町町町町町町町町町 田田田田田田田田田田田田田田 市市市市市市市市市市市市市市町 田 市
中中中中中中中中中中中中中中小小小小小小小小小小小小小小企企企企企企企企企企企企企企業業業業業業業業業業業業業業中小企業
融融融融融融融融融融融融融融資資資資資資資資資資資資資資制制制制制制制制制制制制制制度度度度度度度度度度度度度度融資制度

※バリアフリー化整備資金、環境改善整備資金及び緊急資金は他の資金と重複して申し込みができます。融資資格確認書を発行しますので、事前にご相談下さい。
※この制度は、信用保証機関（東京信用保証協会）の保証が必要です。また、信用保証機関の指示により上表のほかに保証人を要することもあります。
※信用保証料の約１／２を５万円を限度（バリアフリー化整備資金及び環境改善整備資金は全額）として融資時に補助します。また利子については（　）内の利率
による額を年２回に分け補助します。

町 田 市 中 小 企 業 融 資 制 度 概 要
保証人融資期間・返済方法融資利率融資限度額融資の種類

法人は代
表者個人
の連帯保
証が必要

５年以内（６か月の据置期間を含む）割賦返済年利２．２％（１．５％）

１，０００万円

運 転 資 金
７年以内（６か月の据置期間を含む）割賦返済設 備 資 金

７年以内（１２か月の据置期間を含む）割賦返済年利１．８％（１．８％）バリアフリー化整備資金
環境改善整備資金

年利２．０％（１．５％）開 業 資 金

５年以内（６か月の据置期間を含む）割賦返済　５００万円緊 急 資 金
年利２．２％（１．５％）小規模企業特別資金

ご利用下さい

　

六
月
の
野
原
の
主
役
は
ハ
ル
ジ
オ
ン

に
代
わ
っ
て
ヒ
メ
ジ
ョ
オ
ン
の
天
下

だ
。
し
っ
と
り
と
水
を
含
ん
だ
野
ぐ
さ

も
は
や
夏
の
装
い
を
見
せ
て
い
る
。
中

で
も
淡
い
ピ
ン
ク
の
華
や
い
だ
昼
顔
の

花
が
ひ
と
き
わ
目
立
つ
。
夏
草
の
ア
イ

ド
ル
的
存
在
だ
。

　

市
内
に
は
昼
顔
の
仲
間
は
つ
る
性
の

ヒ
ル
ガ
オ
と
コ
ヒ
ル
ガ
オ
の
二
種
類
が

見
ら
れ
る
。
共
に
原
っ
ぱ
や
道
端
に
多

く
見
ら
れ
る
が
、
宅
地
造
成
の
空
き
地

な
ど
で
、
ス
ギ
ナ
や
ヒ
メ
ジ
ョ
オ
ン
に

混
じ
っ
て
よ
く
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の

植
物
は
日
当
た
り
の
よ
い
空
き
地
の
パ

イ
オ
ニ
ア
植
物
で
、
畑
や
庭
に
生
え
る

と
厄
介
な
雑
草
と
し
て
嫌
わ
れ
る
。
特

に
、
ヒ
ル
ガ
オ
や
ス
ギ
ナ
は
多
年
草
で

地
中
に
地
下
茎
を
ど
ん
ど
ん
と
伸
ば

す
。
こ
の
地
下
茎
は
細
か
く
切
ら
れ
て

も
茎
の
一
部
か
ら
芽
を
出
し
て
新
個
体

（

そ

の　

）　

ヒ

ル

ガ

オ

２６３

を
増
や
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
ん
な
と

こ
ろ
は
ド
ク
ダ
ミ
や
ヤ
ブ
ガ
ラ
シ
と
よ

く
似
て
い
る
。

　

ヒ
ル
ガ
オ
と
コ
ヒ
ル
ガ
オ
は
、
花
の

構
造
は
ま
っ
た
く
同
じ
で
、
五
つ
の
花

弁
が
癒
着
し
て
筒
状
の
合
弁
花
に
な
っ

た
も
の
で
、
す
ぐ
に
そ
れ
と
知
れ
る
。

花
冠
は
折
り
紙
で
折
っ
た
よ
う
に
、
く

っ
き
り
と
し
た
線
が
見
え
る
。
花
冠
の

中
を
の
ぞ
き
込
む
と
底
に
五
か
所
の
く

ぼ
み
が
あ
り
蜜
を
蓄
え
、
そ
の
周
辺
が

う
っ
す
ら
と
黄
色
い
。
五
本
の
雄
し
べ

と
一
本
の
雌

し
べ
を
持
っ

た
立
派
な
両

性
花
だ
が
、

一
般
に
は
種

子
が
で
き
な

い
。
繁
殖
は

も
っ
ぱ
ら
地

下
茎
に
よ
る

栄
養
体
生
殖

だ
。
ま
た
、

花
の
基
部
に
五
枚
の
ガ
ク
片
と
、
さ
ら

に
外
側
に
貝
殻
状
の
二
枚
の
包
葉
が
あ

る
。

　

こ
の
二
種
類
の
区
別
は
、
葉
の
形
や

大
き
さ
、
花
の
色
合
い
な
ど
で
も
区
別

で
き
る
が
、
花
柄
に
ち
ぢ
れ
た
し
わ
が

あ
る
の
が
コ
ヒ
ル
ガ
オ
、
包
葉
の
先
が

丸
み
の
あ
る
の
が
ヒ
ル
ガ
オ
。
五
月
か

ら
咲
き
出
す
の
が
コ
ヒ
ル
ガ
オ
、
ヒ
ル

ガ
オ
は
六
月
か
ら
の
花
だ
。
も
っ
と

も
、
こ
の
二
種
の
雑
種
と
思
わ
れ
る
個

体
を
見
か
け
る
が
、
名
前
の
同
定
が
難

し
い
と
き
が
あ
る
。

　

こ
れ
ら
ヒ
ル
ガ
オ
の
名
は
、
日
中
咲

い
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
付
い
た
も
の
だ

が
、
早
朝
か
ら
も
咲
き
始
め
、
夕
方
ま

で
開
い
て
い
る
。
「
花
を
取
る
と
雨
が

降
る
よ
」
と
、
叱
ら
れ
た
思
い
出
の
あ

る
花
だ
。

（
南
大
谷
・
長
島
靖
彦
）

地域入会説明会日程表

会　場時　間期　日

南市民センター　
　　　第二会議室

午前１０：００
～正午

６月２５日
（土）

小山市民センター
　　　第一会議室

７月９日
（土）

鶴川市民センター
　　　第二会議室

７月１６日
（土）

※会場への直接のお問い合わせはご遠慮下さい。

は
高
齢
者
福
祉
課
（
11
７
２
４
・
２
１

４
１
）
へ
。

※
決
定
次
第
募
集
は
終
了
し
ま
す
。

コ
ヒ
ル
ガ
オ
の
花　

南
大
谷
・
恩
田
川
沿
に
て
撮
影

〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜

夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏

草草草草草草草草草草草草草草草草草草草草草草草草草草草草草草草草草草草草草草草草草草草草草草草草草草草草草草草草草草草草草草

のののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの

アアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア

イイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイ

ドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドド

ルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルル

〜

夏

草

の

ア

イ

ド

ル

〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜

昼
顔
の　

露
に
踏
み
入
る　

二
歩
三
歩

（
湘
子
）



２００５．　．　（　） ６ １１６

【
標
準
管
理
規
約
に
つ
い
て
】

○
対
象　

分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
組
合

員
、
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
の
関
係
者
等

町
田
市
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン

管

理

セ

ミ

ナ

ー

○
日
時　

６
月　

日
（
日
）
午
後
１
時

２６

　

分
〜
４
時　

分

３０

３０

○
会
場　

健
康
福
祉
会
館

○
内
容　

「
標
準
管
理
規
約
改
正
を
理

解
す
る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
〜
規
約
改
正

を
通
し
て
管
理
組
合
の
運
営
を
考
え

る
」

○
講
師　
（
財
）マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
セ
ン

タ
ー
総
合
研
究
所
所
長
・
村
井
忠
夫
氏

○
定
員　

１
５
０
人
（
申
し
込
み
順
）

○
申
し
込
み　

電
話
で
住
宅
課
（
11
７

２
４
・
１
１
３
０
）
へ
。

　

高
齢
者
福
祉
制
度
の
概
要
を
掲
載
し

た
「
高
齢
者
の
た
め
の
福
祉
の
て
び

き
」
を
、
民
生
委
員
が
６
月
中
旬
か
ら

　

歳
以
上
の
方
の
お
宅
を
訪
問
し
、
お

７０配
り
し
ま
す
。
毎
日
の
暮
ら
し
に
ご
活

用
下
さ
い
。

　

な
お
、
訪
問
の
際
に
、
民
生
委
員
が

近
況
を
お
伺
い
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

　

本
来
「
い
や
し
」
を
く
れ
る
は
ず
の

猫
の
飼
育
が
「
近
隣
ト
ラ
ブ
ル
」
の
も

と
に
な
っ
て
い
る
、
そ
ん
な
苦
い
経
験

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
「
と
な
り
の
猫
が

う
ち
の
庭
に
来
て
ふ
ん
を
し
て
い
く
」

そ
う
い
う
苦
情
は
結
構
多
く
寄
せ
ら
れ

ま
す
。

　

都
市
化
の
進
む
町
田
市
で
、
近
隣
と

調
和
の
と
れ
る
猫
の
飼
育
と
は
ど
の
よ

う
な
も
の
か
、
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

　

直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
。

○
日
時　

６
月　

日
（
日
）
午
後
１
時

１９

〜
３
時

○
会
場　

中
央
図
書
館
６
階
ホ
ー
ル

※
当
日
は
図
書
館
休
館
の
た
め
１
階
か

ら
お
入
り
下
さ
い
。

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
内
容　

愛
玩
動
物
飼
養
管
理
士
の
猫

の
「
正
し
い
飼
育
」
の
お
話
、
猫
の
屋

内
飼
育
の
ノ
ウ
ハ
ウ
等

□問
 

環
境
保
全
課
11
７
２
４
・
２
７
１
１

国
際
版
画
美
術
館

【
版
で
遊
ぼ
う
！
第
２
回
銅
版
画
一
日

教
室－

ド
ラ
イ
ポ
イ
ン
ト－

】

　

ド
ラ
イ
ポ
イ
ン
ト
（
版
に
直
接
凹
み

を
つ
け
て
版
を
作
る
技
法
）
で
、
銅
版

画
の
初
歩
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

○
日
時　

７
月　

日
（
金
）
午
後
１
時

１５

　

分
〜
４
時　

分

３０

３０

○
会
場　

同
館
・
版
画
工
房

○
内
容　
　

×　
　

の
銅
版
を
使
っ
た

１２

１５
cm

単
色
作
品
の
制
作

○
講
師　

同
館
学
芸
員

○
定
員　
　

人
１２

○
費
用　

１
２
０
０
円

○
申
し
込
み　

往
復
ハ
ガ
キ
（
１
人
１

枚
）
の
往
信
面
に
講
座
名
・
住
所
・
氏

名
（
ふ
り
が
な
）
・
年
齢
（
講
座
の
内

容
及
び
進
行
に
必
要
。
記
入
は
任
意
）

・
電
話
番
号
を
明
記
し
、
６
月　

日
ま

２１

で
（
必
着
）
に
国
際
版
画
美
術
館
普
及

係
（
〒　

－

０
０
１
３
、
原
町
田
４－

１９４

　

－

１
、
11
７
２
６
・
２
８
８
９
）

２８へ
。

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
市
内
在
住
者

及
び
当
館
の
講
座
の
受
講
経
験
の
無
い

方
を
優
先
の
う
え
抽
選
し
ま
す
。

【
ふ
れ
あ
い
陶
芸
教
室
】

　

世
界
に
一
つ
だ
け
の
マ
グ
カ
ッ
プ
を

作
り
、
美
味
し
い
コ
ー
ヒ
ー
な
ど
を
飲

み
ま
せ
ん
か
？

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
勤
の
初
心
者

の
方
で
全
日
参
加
で
き
る
方

○
日
時　

７
月
６
日
＝
形
成
、　

日
＝

２１

色
付
け
、　

日
＝
渡
し
（
い
ず
れ
も
水

２８

曜
日
）
午
後
４
時
〜
６
時

○
会
場　

ひ
か
り
療
育
園

○
講
師　

陶
芸
家
・
水
田
正
俊
氏

○
定
員　
　

人
（
抽
選
、
結
果
は
６
月

２０

　

日
以
降
発
送
）

２９○
費
用　

５
０
０
円

○
申
し
込
み　

往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
明
記
し
、

６
月　

日
ま
で
（
必
着
）
に
郵
送
で
ひ

２７

か
り
療
育
園
陶
芸
教
室
係
（
〒　

－

０

１９４

０
３
５
、
忠
生
３－

６－

２
、
11
７
９

４
・
０
７
３
０
）
へ
。

【
き
の
こ
を
学
ぶ
】

○
日
時　

６
月　

日
（
日
）
午
前　

時

１９

１０

〜
午
後
０
時　

分
（
雨
天
実
施
）

３０

○
集
合
場
所　

同
公
園
「
森
の
家
」

○
持
ち
物　

筆
記
用
具
、
あ
れ
ば
ル
ー

ペ○
講
師　

神
奈
川
キ
ノ
コ
の
会
会
長
・

城
川
四
郎
氏

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

□問
 

か
し
の
木
山
自
然
公
園
「
森
の
家
」

11
７
２
４
・
１
６
６
０

【
テ
ス
ト
教
室
「
ド
ラ
イ
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
と
水
洗
い
の
違
い
、
家
庭
用
洗
剤
に

つ
い
て
」
】

　

汚
れ
に
適
し
た
洗
濯
を
学
び
ま
す
。

○
日
時　

６
月　

日
（
水
）
午
後
１
時

２９

　

分
〜
午
後
４
時

３０○
会
場　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

○
講
師　

コ
ン
シ
ュ
ー
マ
ー
・
エ
イ
ド

・
里
見
け
い
子
氏

○
定
員　
　

人
（
申
し
込
み
順
）

１６

○
費
用　
　

円
（
材
料
費
）

５０

【
学
習
会
「
市
民
生
活
と
個
人
情
報
保

護
制
度
」
】

　

私
た
ち
の
日
常
生
活
に
関
わ
る
個
人

情
報
保
護
制
度
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

○
日
時　

６
月　

日
（
金
）
午
後
１
時

２４

　

分
〜
３
時　

分

３０

３０

○
会
場　

町
田
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

○
講
師　

町
田
市
情
報
公
開
・
個
人
情

報
保
護
運
営
審
議
会
会
長
・
茶
谷
達
雄

氏○
定
員　
　

人
（
申
し
込
み
順
）

３５

◇

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
の

方○
申
し
込
み　

６
月　

日
午
前
９
時
か

１３

ら
電
話
で
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
11
７

２
５
・
８
８
０
５
）
へ
。

※
託
児
（
２
歳
以
上
、
人
数
に
限
り
あ

り
）
を
希
望
の
方
は
、
申
し
込
み
の
際

に
お
申
し
出
下
さ
い
。

○
対
象　

保
健
・
医
療
・
福
祉
分
野
で

原
則
と
し
て
実
務
経
験
５
年
以
上
の
方

○
期
日　
　

月　

日
（
日
）

１０

２３

○
申
し
込
み　

６
月　

日
か
ら
高
齢
者

１３

福
祉
課
（
市
役
所
本
庁
舎
２
階
ま
た
は

健
康
福
祉
会
館
分
館
）
で
願
書
を
配
布

し
ま
す
。
７
月
１
日
〜　

日
（
消
印
有

３０

効
）
に
郵
送
で
（
財
）
東
京
都
高
齢
者

研
究
・
福
祉
振
興
財
団
へ
お
申
し
込
み

下
さ
い
。

□問
 

高
齢
者
福
祉
課
11
７
２
１
・
０
９
１

２
　

経
験
者
を
対
象
と
し
た
陶
芸
教
室
で

す
。
手
び
ね
り
や
ろ
く
ろ
を
使
っ
て
好

き
な
作
品
を
作
っ
て
も
ら
い
ま
す
。

○
対
象　

小
学
４
年
生
以
上
で
陶
芸
の

経
験
が
あ
り
、
全
回
出
席
で
き
る
方

○
日
時　

６
月　

日
（
土
）
、　

日

２５

２６

（
日
）
、
７
月　

日
（
日
）
各
日
午
前

１７

９
時　

分
〜
午
後
３
時

３０

○
会
場　

大
地
沢
青
少
年
セ
ン
タ
ー

○
定
員　
　

人
（
抽
選
）

４０

○
費
用　

大
人
（
高
校
生
を
除
く　

歳
１８

以
上
）
２
０
０
０
円
、
子
ど
も
１
０
０

０
円
（
当
日
徴
収
）

○
申
し
込
み　

６
月　

日
午
前
９
時
〜

１１

　

日
午
後
５
時
ま
で
に
電
話
で
大
地
沢

１７青
少
年
セ
ン
タ
ー
（
11
７
８
２
・
３
８

０
０
）
へ
。
定
員
を
超
え
て
の
申
し
込

み
が
あ
っ
た
場
合
は
抽
選
を
し
、
結
果

は
す
べ
て
の
方
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
送
迎
バ
ス
が
各
日
と
も
午
前
９
時
に

相
原
駅
西
口
前
か
ら
、
午
後
３
時
に
大

地
沢
青
少
年
セ
ン
タ
ー
か
ら
運
行
し
ま

す
。

【
再
就
職
に
す
ぐ
に
役
立
つ
講
座－

福

祉
の
仕
事
を
考
え
て
み
よ
う
】

　

自
分
の
思
い
や
力
を
仕
事
に
つ
な
げ

る
た
め
の
講
座
で
す
。
施
設
見
学
も
あ

り
ま
す
。

○
対
象　

福
祉
関
係
に
再
就
職
を
希
望

す
る
方

○
日
時　

７
月　

日
（
火
）
午
前
の
部

１２

＝
９
時　

分
〜
午
後
０
時　

分
、
午
後

３０

３０

の
部
＝
２
時　

分
〜
４
時

３０

○
募
集
人
員　

午
前
の
部
＝　

人
、
午

４８

後
の
部
＝　

人
（
申
し
込
み
順
）

２０

※
午
後
の
部
の
み
の
参
加
は
で
き
ま
せ

再
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー

ん
。

○
会
場　

町
田
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

○
申
し
込
み　

６
月　

日
午
前
９
時
か

１３

ら
男
女
平
等
推
進
セ
ン
タ
ー
（
11
７
２

３
・
２
９
０
８
）
へ
。

※
保
育
（
１
歳
６
か
月
〜
就
学
前
ま

で
）
を
ご
希
望
の
方
は
、
あ
わ
せ
て
お

申
し
込
み
下
さ
い
。

【
う
き
う
き
サ
タ
デ
ー
ズ
〜
お
い
も
ほ

り
に
行
こ
う
！
〜
】

　

近
く
の
畑
で
お
芋
掘
り
を
し
て
、
お

昼
に
じ
ゃ
が
い
も
い
っ
ぱ
い
の
カ
レ
ー

ラ
イ
ス
を
食
べ
よ
う
。

○
対
象　

小
学
生
以
上
の
方

○
日
時　

６
月　

日
（
土
）
午
前　

時

１８

１０

　

分
〜
午
後
１
時

３０※
雨
天
延
期
、
そ
の
場
合
は
７
月
２
日

（
土
）
に
な
り
ま
す
。

○
定
員　
　

人
（
申
し
込
み
順
）

１０

○
費
用　

３
５
０
円
（
当
日
徴
収
）

○
申
し
込
み　

６
月　

日
午
前　

時
か

１１

１０

ら
直
接
ま
た
は
電
話
で
南
大
谷
こ
ど
も

ク
ラ
ブ
（
11
７
３
９
・
６
７
９
１
）

へ
。 催

し

南
大
谷
子
ど
も
ク
ラ
ブ

陶

芸

工

房

大
地
沢
青
少
年
セ
ン
タ
ー

実
務
研
修
受
講
試
験

東
京
都
介
護
支
援
専
門
員

自

然

講

座

か
し
の
木
山
自
然
公
園

催

し

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

福

祉

講

座

ひ
か
り
療
育
園

「
正
し
い
」猫
の
飼
い
方

を
学
び
ま
し
ょ
う

「
近
隣
ト
ラ
ブ
ル
」
の
な
い
楽
し
い
飼

育
を

　

歳
以
上
の
方
に

７０
 
民
生
委
員
が
配
り
ま
す

高
齢
者
の
た
め
の
福
祉
の
て
び
き

　

７
月
か
ら
移
動
図
書
館
の
巡
回
所
の

一
部
に
新
設
、
廃
止
が
あ
り
ま
す
。

【
新
設
の
巡
回
所
】

　

小
野
路
・
サ
ン
シ
テ
ィ
町
田
（
小
野

路
町
１
６
１
１－

２
）
▽
真
光
寺
・
鶴

川
台
丘
の
里
公
園
（
真
光
寺
１－

　

－１３

１
）
▽
三
輪
緑
山
・
三
輪
沢
谷
戸
か
え

で
公
園
（
三
輪
緑
山
１－

　

）
▽
真
光

３５

寺
・
鶴
川
台
緑
の
里
公
園
（
真
光
寺
２

－

　

－

１
）
▽
玉
川
学
園
・
さ
く
ら
ん

２６
ぼ
ホ
ー
ル
（
玉
川
学
園
３－

　

）
▽
鶴

３５

間
風
の
子
公
園
（
鶴
間
１
０
１
３
）
▽

広
袴
公
園
（
広
袴
３－

４
）
▽
根
岸
・

淡
島
公
園
（
根
岸
町
４
２
３
）
▽
薬
師

台
青
空
公
園
（
薬
師
台
２－

　

）
▽
本

１３

町
田
・
日
向
山
（
藤
の
台
）
野
球
場

（
藤
の
台
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
駐
車
場
付

近
、
本
町
田
３
３
７
９
）
▽
南
つ
く
し

野
や
な
ぎ
公
園
（
南
つ
く
し
野
３－

　

）
▽
木
曽
・
上
宿
公
園
（
木
曽
町
２

１４４
４
７
）
▽
鶴
間
・
ガ
ー
デ
ン
セ
シ
ア

（
鶴
間
６
６
１
）
▽
能
ヶ
谷
い
ず
み
公

園
（
能
ケ
谷
町
３
０
４
３
付
近
）
▽
三

輪
・
四
つ
木
橋
公
園
（
三
輪
町
３
９
６

付
近
）

【
廃
止
の
巡
回
所
】

　

金
井
・
笹
子
第
二
児
童
公
園
（
金
井

町
２
１
９
３－

７
）
▽
高
ヶ
坂
団
地

（
高
ヶ
坂
１
８
４
４
）
▽
つ
く
し
野
藤

児
童
公
園
（
つ
く
し
野
４－

　

）
▽
三

１０

輪
町
・
妙
福
寺
（
三
輪
町
８
１
１
）
▽

能
ヶ
谷
・
鶴
川
イ
ト
ー
ピ
ア
住
宅
（
能

ヶ
谷
町
５
２
４
付
近
）
▽
野
津
田
袋
公

園
（
野
津
田
町
２
５
４
２－

１
）
▽
小

川
せ
ん
げ
ん
公
園
（
小
川
１－

９
）
▽

薬
師
台
・
町
田
リ
ス
園
駐
車
場
（
薬
師

台
１－

２
）
▽
成
瀬
台
・
美
岳
公
園

（
成
瀬
台
４－

　

）
▽
南
成
瀬
中
央
公

２５

園
（
南
成
瀬
１－

　

）
▽
成
瀬
会
館

１０

（
成
瀬
２
１
４
４
）
▽
南
つ
く
し
野
小

横
（
南
つ
く
し
野
２－

４
付
近
）
▽
真

光
寺
会
館
（
真
光
寺
１－

　

－

１
）
▽

２７

南
成
瀬
・
天
神
原
公
園
（
南
成
瀬
６－

６
）
▽
藤
の
台
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
横

（
本
町
田
３
４
８
６
付
近
）
▽
木
曽
観

音
堂
（
木
曽
町
１
５
２
２
）

　

７
月
か
ら
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
本
紙

８
面
掲
載
の
市
民
カ
レ
ン
ダ
ー
に
掲
載

し
て
い
く
予
定
で
す
。
詳
細
は
移
動
図

書
館
係
員
、
ま
た
は
さ
る
び
あ
図
書
館

（
11
７
２
２
・
３
７
６
８
）
へ
お
問
い

合
わ
せ
下
さ
い
。

　

「
夜
回
り
先
生
」
こ
と
水
谷
修
氏

は
、
夜
間
高
校
の
教
師
時
代
に
長
年
生

活
指
導
を
担
当
し
な
が
ら
、
「
夜
回

り
」
と
呼
ば
れ
る
深
夜
パ
ト
ロ
ー
ル
を

通
じ
て
青
少
年
の
薬
物
・
非
行
問
題
に

取
り
組
ん
で
き
た
方
で
す
。
教
師
を
辞

め
た
現
在
も
薬
物
や
非
行

に
走
る
若
者
を
と
り
ま
く

状
況
を
広
く
世
間
に
訴
え

続
け
て
い
ま
す
。

　

本
講
演
会
は
非
行
や
犯

罪
の
な
い
明
る
い
社
会
を

築
く
こ
と
を
目
的
と
し
た

全
国
的
な
運
動
で
あ
る

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運

動
」
の
町
田
大
会
の
一
環
と
し
て
行
わ

れ
ま
す
。

※
手
話
通
訳
及
び
Ｏ
Ｈ
Ｐ
に
よ
る
字
幕

で
も
ご
案
内
し
ま
す
。

○
日
時　

７
月　

日
（
木
）
午
後
１
時

１４

　

分
か
ら

３０○
会
場　

町
田
市
民
ホ
ー
ル

○
申
し
込
み　

往
復
ハ
ガ
キ
に
「
社
会

を
明
る
く
す
る
運
動
町
田
大
会
参
加
希

望
」
と
書
き
、
参
加
人
数
（
２
人
ま

で
）
・
代
表
者
の
氏
名
・
電
話
番
号
を

明
記
し
、
返
信
用
に
も
あ
て
先
を
書
い

て
、
７
月
１
日
ま
で
（
消
印
有
効
）
に

福
祉
総
務
課
（
〒　

－

８
５
２
０
、
中

１９４

町
１－

　

－

　

、
11
７
２
４
・
２
５
３

２０

２３

７
、
6
７
２
４
・
１
１
８
７
）
へ
。

の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

□問
 

高
齢
者
福
祉
課
11
７
２
４
・
２
１
４

０
〜
１

再就職支援セミナー日程表
講　師内　容時　間

・ケア・センターやわらぎ
　事務局長・石川治江氏
　　　　　　　　　　ほか
・（財）２１世紀職業財団職員
・町田市高齢者福祉課職員

講座「再就職にすぐに
役立つ講座－福祉の仕
事を考えてみよう」福
祉に関しての働き方、
待遇、就職状況、将来
への展望など

午前の部
（９時３０分～
午後０時３０分）

市内高齢者在宅サービスセンター見学（現地集合）
午後の部
（２時３０分～

４時）
※昼食は各自でお取り下さい。

移
動
図
書
館
の
巡
回
所
が

移
動
図
書
館
の
巡
回
所
が�

　
　
　
　
一
部
変
更
に
な
り
ま
す

　
　
　
　
一
部
変
更
に
な
り
ま
す�

移
動
図
書
館
の
巡
回
所
が�

　
　
　
　
一
部
変
更
に
な
り
ま
す�

「
夜
回
り
先
生
」
が
や
っ
て
く
る

「
夜
回
り
先
生
」
が
や
っ
て
く
る�

「
夜
回
り
先
生
」
が
や
っ
て
く
る

「
夜
回
り
先
生
」
が
や
っ
て
く
る�

「
夜
回
り
先
生
」
が
や
っ
て
く
る�
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カ
ビ
の
季
節
で
す�

問�（
社
）町
田
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
　
７
２
３
・
２
１
４
７�

エ
ア
コ
ン
洗
浄

�

11

●
町
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
「
夏
休
み

体
験
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

　

対
象
＝
中
学
生
以
上
／
期
間
＝
７
月

　

日
〜
８
月　

日
の
間
の
連
続
し
た
３

２０

３１

日
間
以
上
／
費
用
＝
１
０
０
０
円
（
資

料
代
）
／
申
し
込
み
＝
資
料
（
６
月　
２０

日
か
ら
同
協
議
会
町
田
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

・
セ
ン
タ
ー
で
配
布
）
と
費
用
を
お
持

ち
に
な
り
、
い
ず
れ
か
の
日
程
で
事
前

説
明
会
に
お
い
で
下
さ
い
／
説
明
会
日

時
＝
７
月
８
日
〜　

日
午
前
９
時
及
び

１０

午
後
１
時　

分
か
ら
（
８
日
の
み
午
後

３０

５
時　

分
か
ら
）
／
□問
 

同
協
議
会
11
７

３０

２
５
・
４
４
６
５

●
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級
養
成
講
座

　

対
象
＝
市
内
在
住
で
通
学
が
で
き
る

　

〜　

歳
程
度
ま
で
の
方
／
期
間
＝
７

１８

６５

月　

日
〜
９
月　

日
／
会
場
＝
国
士
舘

３１

２５

大
学
鶴
川
キ
ャ
ン
パ
ス
（
広
袴
１
丁

目
）
、
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
つ
く
し
ん
ぼ

（
金
井
５
丁
目
）
／
定
員
＝　

人
（
申

４０

し
込
み
順
）
／
費
用
＝
６
万
円
、
テ
キ

ス
ト
代
４
７
２
５
円
／
申
し
込
み
＝
７

月　

日
ま
で
に
直
接
ま
た
は
電
話
、
Ｆ

２０
Ａ
Ｘ
で
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
つ
く
し
ん
ぼ

（
11
７
３
４
・
０
２
５
５
6
７
３
７
・

７
７
２
８
、
受
付
時
間
午
前
９
時
〜
午

後
５
時
）
へ
。

●
明
和
寄
席

　

日
時
＝
６
月　

日
午
後
７
時
か
ら
／

２４

会
場
＝
コ
メ
ッ
ト
会
館
（
原
町
田
）
／

出
演
＝
春
風
亭
柳
好
、
五
明
楼
玉
の
輔

／
費
用
＝
前
売
り
１
２
０
０
円
、
当
日

１
５
０
０
円
／
□問
 

明
和
荘
タ
イ
ム
ス
11

７
２
６
・
９
８
４
９

●
町
田
商
工
会
議
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

問
い
合
わ
せ
は
同
会
議
所
（
11
７
２

２
・
５
９
５
７
）
へ
。

【
不
動
産
業
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ

ー
】

　

日
時
＝
６
月　

日
①
午
後
３
時
〜
４

２１

時
②
午
後
４
時　

分
〜
５
時
／
会
場
＝

１０

町
田
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
／
内
容
＝
①
黄

金
の　

年
間
が
や
っ
て
き
た
不
動
産
業

１０

②
大
躍
進
が
始
ま
っ
た
街
の
不
動
産
屋

さ
ん
／
講
師
＝
①
（
株
）
不
動
産
デ
ー

タ
＆
ジ
ャ
ー
ナ
ル
社
代
表
取
締
役
・
編

集
長
②
リ
ン
グ
ア
ン
ド
リ
ン
ク
（
株
）

専
務
取
締
役
／
定
員
＝
１
０
０
人
（
申

し
込
み
順
）
／
申
し
込
み
＝
電
話
で
同

会
議
所
へ
。

【
個
人
情
報
保
護
法
対
策
セ
ミ
ナ
ー
実

践
編
】

　

対
象
＝
市
内
小
規
模
事
業
者
等
／
日

時
＝
６
月　

日
午
後
３
時
〜
５
時
／
会

２１

場
＝
同
会
議
所
／
講
師
＝
高
橋
浩
昭
氏

（
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
コ
ン
サ
ル
等
）
／
申

し
込
み
＝
電
話
で
同
会
議
所
へ
。

【
強
力
営
業
マ
ン
養
成
講
座
】

　

対
象
＝
営
業
担
当
の
方
／
日
時
＝
６

月　

日
午
後
３
時
〜
５
時
／
会
場
＝
同

２２
会
議
所
／
内
容
＝
売
り
上
げ
を
伸
ば
す

営
業
マ
ン
の
条
件
ほ
か
／
講
師
＝

（
株
）
デ
ィ
・
フ
ォ
ー
ス
・
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
代
表
取
締
役
・
福
島
章
氏

／
定
員
＝　

人
（
申
し
込
み
順
）
／
申

３０

し
込
み
＝
電
話
で
同
会
議
所
へ
。

【
会
計
ソ
フ
ト
「
弥
生
会
計
」
パ
ソ
コ

ン
講
習
会
】

　

対
象
＝
市
内
小
規
模
事
業
者
等
／
日

時
＝
６
月　

日
午
前　

時　

分
〜
午
後

２７

１０

３０

５
時
、
６
月　

日
午
前　

時
〜
午
後
４

２８

１０

時　

分
（
ど
ち
ら
か
を
選
択
）
／
会
場

３０
＝
同
会
議
所
／
定
員
＝　

人
／
申
し
込

１２

み
＝
電
話
で
同
会
議
所
へ
。

【
メ
リ
ッ
ト
た
く
さ
ん　

経
営
相
談

は
、
町
田
商
工
会
議
所
へ
】

　

事
業
を
始
め
ら
れ
る
方
々
へ
の
事
業

資
金
相
談
や
記
帳
相
談
な
ど
基
本
的
な

知
識
は
商
工
会
議
所
で
入
手
で
き
ま

す
。
ま
た
、
先
輩
経
営
者
と
の
交
流
を

通
じ
て
課
題
へ
の
対
処
が
見
つ
か
る
な

ど
刺
激
に
満
ち
た
事
業
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
町
田
市
内
の
、
公
的
な
総
合
経

済
団
体
で
あ
る
商
工
会
議
所
は
経
営
上

の
課
題
解
決
を
お
手
伝
い
し
て
い
ま

す
。

　

商
工
会
議
所
に
入
会
し
、
強
い
経
営

者
に
変
身
し
ま
し
ょ
う
／
詳
細
は
お
問

い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（h

ttp
:/
/
w
w
w
.m
a
c
h
id
a－

c
c
i.o
r
.jp
/

）
を
ご
覧
下
さ
い
。

●
ま
ち
づ
く
り
ワ
イ
ワ
イ
祭
２
０
０
５

出
展
者
募
集

　

今
秋
に
芹
ケ
谷
公
園
で
開
催
予
定
で

す
／
出
展
料
＝
３
０
０
０
円
（
展

示
）
、
５
０
０
０
円
（
物
販
）
の
予
定

／
出
展
希
望
の
方
は
実
行
委
員
会
に
直

接
ご
出
席
下
さ
い
／
実
行
委
員
会
日
時

＝
６
月　

日
午
後
７
時
か
ら
／
会
場
＝

１８

こ
ひ
つ
じ
保
育
園
（
原
町
田
２－

　

－１１

５
）
／
□問
 

ま
ち
づ
く
り
ワ
イ
ワ
イ
祭
事

務
局
（
町
田
青
年
会
議
所
内
）
11
７
２

０
・
１
２
０
５

●
浸
水
ゼ
ロ
・
安
全
・
快
適
！

下
水
道

－

６
月
は
浸
水
対
策
強
化
月
間
で
す

　

東
京
都
下
水
道
局
で
は
、
浸
水
に
対

す
る
安
全
性
を
高
め
、
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
街
を
実
現
す
る
た
め
に
、
下
水
道

施
設
の
適
切
な
運
転
、
維
持
管
理
に
努

め
る
と
と
も
に
、
浸
水
対
策
事
業
を
重

点
施
策
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

今
年
も
雨
期
に
向
か
う
６
月
を
下
水
道

局
で
は
「
浸
水
対
策
強
化
月
間
」
と
定

め
、
都
民
と
連
携
し
て
「
下
水
道
施
設

の
安
全
性
の
確
保
」
、
「
防
災
意
識
の

向
上
」
な
ど
を
図
り
、
浸
水
ゼ
ロ
を
目

指
し
ま
す
／
□問
 

流
域
下
水
道
本
部
11
０

４
２
・
５
２
７
・
４
８
２
８

●
玉
川
大
学
公
開
講
座

　

問
い
合
わ
せ
は
同
大
学
継
続
学
習
セ

ン
タ
ー
（
11
７
３
９
・
８
８
９
５
）

へ
。

　

講
座
名
＝
北
海
道
釧
路
川
源
流
域
の

自
然
林
探
索
の
旅
、
花
と
フ
ラ
ワ
ー
デ

ザ
イ
ン
の
旅
・
南
フ
ラ
ン
ス
、
昆
虫
の

魅
力
を
探
る
、
染
色
・
藍
の
魅
力
、
手

話
講
座
、
初
級
シ
ス
ア
ド
試
験
対
策
講

座
、
小
児
救
急
法
講
座
、
自
動
体
外
式

除
細
動
講
座
、
教
師
の
た
め
の
歌
唱
教

材
ア
レ
ン
ジ
法
入
門
、
夏
期
教
育
教
養

講
座
「
音
楽
教
育
」
・
「
環
境
教
育
」

・
「
幼
児
教
育
・
保
育
」
、
販
売
士
２

級
試
験
対
策
講
座
、
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ

ル
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
技
能
検
定
３
級
対

策
講
座

●
桜
美
林
大
学
外
国
語
教
育
セ
ン
タ
ー

「
中
国
語
広
場
」

　

日
時
＝
６
月　

日
、　

日
、
７
月
９

１１

２５

日
、　

月
８
日
、　

日
、　

月　

日
、

１０

２２

１１

１２

　

日
、　

月　

日
、
午
後
１
時
〜
４
時

２６

１２

１０

／
会
場
＝
同
大
学
・
プ
ラ
ネ
ッ
ト
淵
野

辺
キ
ャ
ン
パ
ス
／
内
容
＝
中
国
語
で
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
活
動
、
中
国
語

ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
、
ほ
か
／
□問
 

同

セ
ン
タ
ー
11
７
９
７
・
６
７
１
９

○
対
象　

市
内
在
住
の
①
小
学
３
〜
６

年
生
と
親
の
ペ
ア
②
小
学
３
〜
６
年
生

同
士
の
ペ
ア
③
中
学
１
〜
２
年
生
同
士

の
ペ
ア

○
日
時　

７
月
３
日
（
日
）
午
前
９
時

〜
午
後
３
時

○
種
目　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ダ
ブ
ル
ス
個

人
戦

○
会
場　

サ
ン
町
田
旭
体
育
館

○
申
し
込
み　

所
定
の
申
込
用
紙
（
総

合
体
育
館
、
サ
ン
町
田
旭
体
育
館
に
あ

り
ま
す
）
ま
た
は
ハ
ガ
キ
に
「
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
ス
ポ
ー
ツ
大
会
申
し
込
み
」

と
書
き
、
ペ
ア
の
住
所
・
氏
名
・
学
校

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
講
習
会

　

直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
。

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
の

　

歳
以
上
の
方

１６○
日
時　

６
月　

日
（
土
）
正
午
〜
午

２５

後
３
時

○
会
場　

総
合
体
育
館

○
内
容　

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
は
ど
う
し
た

ら
当
た
る
の
か
（
自
由
練
習
も
で
き
ま

す
）

○
費
用　

３
０
０
円
、
会
員
２
０
０
円

（
当
日
徴
収
）

※
貸
弓
具
を
ご
希
望
の
方
は
事
前
に
電

話
で
町
田
市
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
協
会
（
11

７
３
４
・
０
３
２
１
）
へ
。

□問
 

体
育
協
会
事
務
局

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
学
の
小
学
生

○
日
時　

７
月
２
日
（
土
）
〜　

日
１０

（
日
）

○
会
場　

サ
ン
町
田
旭
体
育
館
ほ
か
市

内
小
学
校
体
育
館

○
費
用　

１
チ
ー
ム
１
５
０
０
円
（
当

日
徴
収
）
、
協
会
加
盟
団
体
は
無
料

○
申
し
込
み　

所
定
の
申
込
書
（
総
合

体
育
館
に
あ
り
ま
す
）
の
申
し
込
み
方

法
で
６
月　

日
ま
で
（
必
着
）
に
申
し

１７

込
ん
で
下
さ
い
。

□問
 

ス
ポ
ー
ツ
課

○
対
象　

市
内
の
小
学
校
ま
た
は
中
学

校
の
同
じ
校
区
に
居
住
す
る
既
婚
の
家

庭
婦
人
で
構
成
さ
れ
た
チ
ー
ム

ス
ポ
ー
ツ
大
会

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

市
民
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　

直
接
集
合
場
所
へ
お
い
で
下
さ
い
。

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
学
の
小
・
中

学
生
、
高
校
生

○
日
時　

７
月　

日
（
祝
）
午
前
９
時

１８

か
ら
受
付

○
会
場　

総
合
体
育
館

○
部
別　

①
男
子
ジ
ュ
ニ
ア
シ
ン
グ
ル

ス
＝
高
校
生
以
下
②
男
子
カ
デ
ッ
ト
シ

ン
グ
ル
ス
＝
中
学
２
年
生
以
下
③
女
子

ジ
ュ
ニ
ア
シ
ン
グ
ル
ス
＝
高
校
生
以
下

④
女
子
カ
デ
ッ
ト
シ
ン
グ
ル
ス
＝
中
学

２
年
生
以
下

○
費
用　

５
０
０
円（
当
日
徴
収
）

○
申
し
込
み　

所
定
の
申
込
書
（
総
合

体
育
館
、
サ
ン
町
田
旭
体
育
館
に
あ
り

ま
す
）
に
記
入
し
、
直
接
ま
た
は
郵
送

で
７
月
８
日
午
後
５
時
ま
で
（
必
着
）

に
体
育
協
会
事
務
局
へ
。

※
詳
細
は
大
会
要
項
を
参
照
下
さ
い
。

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
勤
の
方

○
日
時　

７
月　

日
（
祝
）
、
社
会
人

１８

＝
午
前
９
時
受
付
、
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
＝

午
後
１
時
受
付

○
会
場　

総
合
体
育
館

○
種
目　

シ
ン
グ
ル
ス

○
部
別　

社
会
人
の
部
（
学
生
は
出
場

不
可
）
①
一
般
男
子
②
男
子
シ
ニ
ア
③

男
子
ベ
テ
ラ
ン
④
一
般
女
子
⑤
女
子
シ

ニ
ア
⑥
女
子
ベ
テ
ラ
ン
（
シ
ニ
ア
は　
４０

歳
以
上
、
ベ
テ
ラ
ン
は　

歳
以
上
）
ラ

５５

ー
ジ
ボ
ー
ル
の
部
（
年
齢
別
は
あ
り
ま

せ
ん
）
＝
⑦
男
子
⑧
女
子
（
同
じ
人
が

社
会
人
の
部
と
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
の
部
に

出
場
で
き
ま
す
）

○
費
用　

１
種
目
１
０
０
０
円
（
連
盟

登
録
者
は
８
０
０
円
）
、
当
日
徴
収

○
申
し
込
み　

所
定
の
申
込
書
（
総
合

体
育
館
、
サ
ン
町
田
旭
体
育
館
に
あ
り

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
学
の
小
学
４

年
生
〜
高
校
生

○
日
時　

８
月
７
日
（
日
）
午
前
９
時

か
ら

○
会
場　

総
合
体
育
館

○
種
目　

ダ
ブ
ル
ス
個
人
戦

○
部
別　

①
小
学
４
・
５
・
６
年
生
の

部
②
中
学
生
男
子
の
部
③
同
女
子
の
部

④
高
校
生
男
子
の
部
⑤
同
女
子
の
部

○
費
用　

高
校
生
１
組
１
６
０
０
円
、

中
学
生
１
組
１
０
０
０
円
（
当
日
徴

収
）
、
小
学
生
無
料

○
申
し
込
み　

大
会
要
項
（
総
合
体
育

館
、
サ
ン
町
田
旭
体
育
館
に
あ
り
ま

す
）
の
申
込
方
法
で
７
月
５
日
ま
で

（
必
着
）
に
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

□問
 

体
育
協
会
事
務
局

　

毎
年
６
月　

日
か
ら　

日
ま
で
の
１

２３

２９

週
間
は
、
内
閣
府
が
主
唱
す
る
「
男
女

共
同
参
画
週
間
」
で
す
。

　

男
性
と
女
性
が
職
場
で
、
学
校
で
、

地
域
で
、
家
庭
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性

と
能
力
を
発
揮
で
き
る
「
男
女
共
同
参

画
社
会
」
。
そ
の
実
現
の
た
め
に
は
市

民
の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
取
り
組
み

が
必
要
で
す
。
私
た
ち
の
ま
わ
り
の
男

女
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に

つ
い
て
こ
の
機
会
に
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
。

　

市
で
は
、
男
女
共
同
参
画

週
間
に
ち
な
み
、
フ
ジ
テ
レ

ビ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
笠
井
信
輔

さ
ん
を
招
き
、
「
息
子
３
人

…
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
夫
婦
奮
闘

中
�
」
と
題
し
た
講
演
会
を
実
施
し
ま

す
。

　

詳
細
は
、
町
田
市
男
女
平
等
推
進
セ

ン
タ
ー
（
11
７
２
３
・
２
９
０
８
）
へ

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

※
「
男
女
共
同
参
画
週
間
」
は
「
男
女

共
同
参
画
社
会
基
本
法
」
の
公
布
・
施

行
日
で
あ
る
平
成　

年
６
月　

日
を
記

１１

２３

念
し
て
提
唱
し
て
い
ま
す
。

男男
女女
共共
同同
参参
画画
週週
間間

名
・
学
年
・
電
話
番
号
・
親
子
の
ペ
ア

は
子
ど
も
の
名
前
の
下
に
親
子
と
明
記

し
て
、
６
月　

日
ま
で
（
必
着
）
に
体

２４

育
協
会
事
務
局
へ
。

社
会
人
・
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル

卓
球
個
人
選
手
権

ジ
ュ
ニ
ア
・
カ
デ
ッ
ト

卓
球
個
人
選
手
権

協
会
創
立

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

バ
ド
ミ
ン
ト
ン

ジ
ュ
ニ
ア
大
会

町
田
市
学
区
マ
マ
さ
ん

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

ま
す
）
に
記
入
し
、
直
接
ま
た
は
郵
送

で
７
月
８
日
午
後
５
時
ま
で
（
必
着
）

に
体
育
協
会
事
務
局
へ
。

※
詳
細
は
大
会
要
項
を
参
照
下
さ
い
。

【
蛍
乱
舞
コ
ー
ス
】

○
期
日　

６
月　

日
（
日
）

１２

○
集
合
場
所
と
時
間　

Ｊ
Ｒ
横
浜
線
十

日
市
場
駅
前
、
午
後
２
時
集
合

○
コ
ー
ス　

十
日
市
場
駅
前
〜
新
治
市

民
の
森
〜
若
葉
台
団
地
（
休
息
）
〜
四

季
の
森
公
園
（
散
策
）
〜
Ｊ
Ｒ
横
浜
線

中
山
駅
前
解
散
午
後
８
時
ご
ろ
（
全
行

程
約　

㎞
）

１１

※
軽
食
・
懐
中
電
灯
持
参
。

【
緑
道
散
歩
コ
ー
ス
】

○
期
日　

６
月　

日
（
日
）

１９

○
集
合
場
所
と
時
間　

Ｊ
Ｒ
横
浜
線
淵

野
辺
駅
前
、
午
前
９
時
集
合

○
コ
ー
ス　

淵
野
辺
駅
前
〜
尾
根
緑
道

〜
小
山
内
裏
公
園
（
昼
食
）
〜
鑓
水
小

山
緑
地
〜
Ｊ
Ｒ
横
浜
線
相
原
駅
前
解
散

午
後
３
時
ご
ろ

（
全
行
程
約　

㎞
）

１３

◇

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
の

小
学
生
以
上
の
方
お
よ
び
会
員

○
費
用　

い
ず
れ
も
１
人
５
０
０
円
、

会
員
２
０
０
円
（
当
日
徴
収
）

※　

歳
以
上
の
会
員
は
無
料
で
す
。

７５
□問
 

体
育
協
会
事
務
局

○
日
時　

７
月　

日
（
土
）
午
前
９
時

１６

　

分
か
ら
受
付

１０○
会
場　

総
合
体
育
館

○
チ
ー
ム
編
成　

監
督
、
コ
ー
チ
、
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
各
１
人
、
選
手　

人
以
内

１５

で
編
成
さ
れ
た
チ
ー
ム

○
競
技
方
法　

９
人
制
、
グ
ル
ー
プ
戦

○
費
用　

１
チ
ー
ム
３
０
０
０
円
（
代

表
者
会
議
に
持
参
）

○
申
し
込
み　

所
定
の
申
込
用
紙
（
総

合
体
育
館
に
あ
り
ま
す
）
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
６
月　

日
午
後
５
時
ま
で

２１

に
ス
ポ
ー
ツ
課
へ
。

※
代
表
者
会
議
を
６
月　

日
（
水
）
午

２９

前　

時
か
ら
総
合
体
育
館
第
１
会
議
室

１０
で
行
い
ま
す
。
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★救急当番医（内科系　午後１時～翌朝８時）
　多摩丘陵病院
 （下小山田町１４９１　11０４２・７９７・１５１１）

１１
土

☆市民ホールギャラリー（～１３日　萌の会第
二回小作品展　○問 萌の会11７９４・３２２０
／～１２日　ニューイングランドフローラル
クラブフラワーデザイン展　○問 ニューイン
グランドフローラルクラブ11０９０・４３７９・
１１７４）

□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
“図師・桜台線”“市役所・森野線”

★救急病院（午前９時～翌朝９時）
　�内科系　町田市民病院
 （11０４２・７２２・２２３０）
　�外科系　つくし野外科胃腸科
 （11０４２・７９５・５８２１）
　　　　　　多摩丘陵病院
 （11０４２・７９７・１５１１）

★休日歯科応急診療所＝健康福祉会館内
（午前９時～午後５時　受け付けは４時まで、事
前に電話で連絡を＝11０４２・７２５・５４１４）

★休日眼科急患診療（午前９時～午後５時）
　山森眼科 （木曽町２１７９　11０４２・７９４・０００３）

★当番医（午前９時～午後５時）
　�仁愛医院○内 ○小  （高ヶ坂８９２　11７２８・１０５５）
　�栗原クリニック○内 
 （原町田６－２１－２８　11７２８・５３３７）

　�やすだこどもクリニック○小 
 （本町田９２０－１　11７２５・９０５６）

　�富医院○内  （大蔵町１０９　11７３５・５６５５）
　�ちょう内科医院○内 （本町田２９３８－１　11７２９・５３４１）

１２
日○江戸川競艇開催（～１５日　○問 東京都六市競

艇事業組合11０３・３６５６・０６４１）
□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
“玉川学園・本町田線”“バスセンター・
境川公社住宅線”

★救急当番医（内科系　午後７時～翌朝８時）
　多摩丘陵病院
 （下小山田町１４９１　11０４２・７９７・１５１１）
□移動図書館車「そよかぜ号」
３時１０分：朝日公園

○法律相談（市民相談室　前週の金曜日に電話で予約）

１３
月

○京王閣競輪ナイター開催（～１５日　○問 東 
京都十一市競輪事業組合11０４２４・８９・
１３１１）

☆町田市フォトサロン「秋山庄太郎美術館」
企画市民展示室（～１９日　若葉会「第５回
若葉会写真展」　○問 町田市フォトサロン
「秋山庄太郎美術館」11７３６・８２８１）

★救急当番医（内科系　午後７時～翌朝８時）
　町谷原病院
 （小川１５２３　11０４２・７９５・１６６８）
□移動図書館車「そよかぜ号」
１０時３０分：藤の台バスターミナル横、東玉川学

園１丁目児童公園
２時　　：成瀬台公園、柄沢公園
３時１０分：美岳公園、成瀬会館、矢部八幡

○法律相談（市民相談室　前週の金曜日に電話で予約）
○少年相談〈子どもの非行・いじめなどについて〉（９時
～４時　市民相談室　事前に八王子少年センターへ電話
で予約＝11０４２６・４２・１６７７）
○不動産相談〈不動産取引全般について〉（１時３０分～４
時　市民相談室　電話予約制＝11７２４・２１０２）

○労働相談（９時３０分～４時３０分　東京都労働相談情報セ
ンター八王子事務所出張相談　森野分庁舎３階　電話相
談可＝11７２６・１３９４〈月～金〉）

１４
火

☆国際版画美術館市民展示室（～１９日　レ．
ポアン絵画展　○問 神原11７９７・２１１３／
～１９日　ＮＨＫ文化センター町田教室技法
講座写真展「写実と幻想」　○問 宮川11７４４
・７２５１）

□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
“薬師台・金井・緑山線”“藤の台・木曽
線”

★救急当番医（内科系　午後７時～翌朝８時）
　町田病院
 （木曽町１１２１　11０４２・７８９・０５０２）
□移動図書館車「そよかぜ号」
１０時３０分：三輪中央公園、福音会
２時　　：南町田ハイタウン前、都営山崎町ア

パ－ト、武蔵岡住宅
３時１０分：南つくし野小横、真光寺会館
３時３０分：大戸観音堂

○法律相談（市民相談室　前週の金曜日に電話で予約）
○交通事故相談〈交通事故に関する様々な問題について〉
（１時３０分～４時　市民相談室　電話予約制＝11７２４・
２１０２）
○更生保護相談（１０時～４時　ボランティアサロン２階会
議室　○問 福祉総務課11７２４・２１３３）

１５
水

□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
“バスセンター・境川公社住宅線”

★救急当番医（内科系　午後７時～翌朝８時）
　つくし野外科胃腸科
 （つくし野３－４－８　11０４２・７９５・５８２１）
□移動図書館車「そよかぜ号」
２時　　：南町田スカイハイツ前、市立博物館

前、常盤団地
３時１０分：鶴間公園、ゆうき山公園、馬場児童

公園前

○法律相談（市民相談室　前週の金曜日に電話で予約）
○登記相談〈不動産や会社登記など登記全般について〉
（１時３０分～４時　市民相談室　電話予約制＝11７２４・
２１０２）
○母性保健・母乳育児相談（１０時～正午、１時～３時　健
康福祉会館　助産師による相談　妊娠の計画に関する相
談可　乳房マッサージ要予約　電話相談も受け付け 
＝11７２５・５４１９）

○なんでも健康・栄養相談（９時１５分～１０時３０分　１時１５
分～３時　健康福祉会館　○問 健康課11７２５・５１７８）

１６
木

□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
“高ケ坂・成瀬線”

★救急当番医（内科系　午後７時～翌朝８時）
　あけぼの病院
 （中町１－１１－１１　11０４２・７２８・１１１１）
□移動図書館車「そよかぜ号」
１０時３０分：木曽学童保育クラブ前、小山観音谷

戸
２時　　：小山田桜台
２時１０分：忠生市営住宅隣接空地
３時１０分：シーアイハイツ町田、都営八幡平ア

パート

○法律相談（市民相談室　前週の金曜日に電話で予約）
○人権身の上相談〈人権侵害などの問題について〉（１時３０
分～４時　市民相談室　電話予約制＝11７２４・２１０２）

○心配ごと相談（１０時～３時　電話相談のみ受け付け 
＝11７２９・５０７０　○問 町田市社会福祉協議会11７２２・
４８９８）

１７
金

☆市民ホールギャラリー（～１９日　第１３回墨
浦会書道展　○問 書道教室墨浦会11７２７・
００８４）

□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
“市役所・森野線”

★救急当番医（内科系　午後１時～翌朝８時）
　町谷原病院
 （小川１５２３　11０４２・７９５・１６６８）１８

土

□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
“玉川学園・本町田線”“小山・相原線”

★救急病院（午前９時～翌朝９時）
　�内科系　あけぼの病院
 （11０４２・７２８・１１１１）
　�外科系　町谷原病院
 （11０４２・７９５・１６６８）
　　　　　　おか脳神経外科
 （11０４２・７９８・７３３７）

★休日歯科応急診療所＝健康福祉会館内
（午前９時～午後５時　受け付けは４時まで、事
前に電話で連絡を＝11０４２・７２５・５４１４）

★当番医（午前９時～午後５時）
　�小児科高橋医院○小  （成瀬４９１３－３　11７２９・５５０６）
　�木下内科胃腸科○内 （高ヶ坂１８０５－１４　11７２８・５８８４）
　�加藤医院○内  （玉川学園５－２４－４０　11７３２・８５６６）
　�三輪診療所○内 （三輪町１６８－１　11０４４・９８０・０３２１）
　�黒沢クリニック○内 
 （上小山田町４４３－１０　11７９７・６６００）

１９
日□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」

“図師・桜台線”“バスセンター・境川公
社住宅線”

★救急当番医（内科系　午後７時～翌朝８時）
　多摩丘陵病院
 （下小山田町１４９１　11０４２・７９７・１５１１）
□移動図書館車「そよかぜ号」
２時　　：笹子第二児童公園
３時１０分：金井関山公園

○法律相談（市民相談室　前週の金曜日に電話で予約）

２０
月

☆町田市フォトサロン「秋山庄太郎美術館」
企画市民展示室（～２６日　町田市役所職員
互助会写真部「町田市役所職員互助会写真
部写真展」　○問 町田市フォトサロン「秋山
庄太郎美術館」11７３６・８２８１）
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催
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０
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４
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。

　

民
権
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号
『
豪
農
た
ち
の

１８

見
た
新
選
組
』
は
、
第
２
回
企
画
展

「
豪
農
た
ち
の
見
た
新
選
組
〜
多
摩
に

芽
生
え
た
政
治
意
識
〜
」
の
記
録
お
よ

び
史
料
紹
介
と
講
演
録
で
す
。

○
販
売
価
格　

各
５
０
０
円

○
販
売
場
所　

自
由
民
権
資
料
館
、
市

政
情
報
や
ま
び
こ
（
中
町
分
庁
舎
）
、

社
会
教
育
課
（
森
野
分
庁
舎
）

□問
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４
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４
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０
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カ 
レ 
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ダ 

ー�
カ 
レ 
ン 
ダ 

ー�

当番医や催しを電話でご案内�

テレホンガイド町田市�テレホンガイド町田市�テレホンガイド町田市�
0120・042786��

フリーダイヤル�
７：００ＡＭ～１１：００ＰＭ�
年中 無 休 �

ＮＴＴのオペレーターがお答えします�

救急当番医などのお問い合わせ�

医師会テレホンサービス1７３９・０６６０�

http://www.machida.tokyo.med.or.jp

医　師　会　ホ　ー　ム　ペ　ー　ジ�

�

毎日実施しています�

1710・0927

診療時間＝午後７時～１０時（受付は午後９時３０分まで）�

※受診する場合は必ず電話でご連絡下さい�
午後６時から電話をお受けしています�

□健康課1725・5471問�

町田市準夜急患こどもクリニック�

二次救急医療（入院を必要とする救急医�
療）に毎日２４時間対応します。※受診す�
る場合は必ず電話でご連絡下さい�
【内科系・外科系】�
　　・多摩丘陵病院　　　　７９７・１５１１�
　　・町谷原病院　　　　　７９５・１６６８�
【内科系のみ】�
　　・町田病院　　　　　　７８９・０５０２�
【外科系のみ】�
　　・おか脳神経外科　　　７９８・７３３７�
【内科系・外科系・小児科】�
　　・町田市民病院　　　　７２２・２２３０�

電話・来所による児童相談�

子ども家庭支援センター�

月～金曜日、８時３０分～５時�

1７１０・１５２５�1７１０・１５２５�

法律相談は電話予約制です�

市民相談室1724-2102

金曜日の午前８時３０分から�
�次週分の予約を受け付けます。�

教育相談（月～金）教育センター�

電話相談�
9：00～12：00  1：00～4：30

来所・出張�
相談の予約�

792－6548

792－6546

月・火・木・金曜日：午前９時３０分～午後４時�
水曜日：午後１時～８時（第三水曜日は除く）�

電話による女性悩みごと相談�
（家庭・人間関係・女性への暴力）

 男女平等推進センター（市民フォーラム内）�� �

法律相談有り＝要予約�1７２１－４８４２�
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さるびあ図書館　1７２２・３７６８�問�

移動図書館車「そよかぜ号」からのお知らせ�
７月から「そよかぜ号」の巡回日
程が一部変更となります。詳しく
は７月からの市民カレン
ダーをご覧下さい。�


